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日
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昭
和
四
十
六
年
九
月
十

七
日
午
前
十
時
開
議

日

程

第

一

会

議

録

箸

名

議

員

の

指

名

日

程

第

二

会

期

の

決

定

認
定
第

一

号

認

定

第

二
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認

定

第

三
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認
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第

四
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認
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第

五

号

認
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第

六
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認

定

第

七

号

報

告

第

四

号

議
案
第
六
十
八
号

議
案
第
六
十
九
号

日
程
第

高山右

務

局

記長

兵 高渡
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四
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山
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監

査

事

務

局

長

f烹

本

安宅

隆

面奇

民E

藤梨

事

務

局

長

補

佐

作

一

'

戸

い

島

三

e

ロ
コい

子受

尾

恭清

川錦 i高

続

義経

k 

雄

辺

ロf
ソr、

者:

叩

m
和
田
十
五
年
度
館
山
市

一
般
会
計
混
入
幾
出
決
算
の
認
定

w一
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
熊
山
市
国
民
吟
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
陀
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
投
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
と
高
局
特
別
会
計
歳
入
戎
出
決
算
の
認
定
K
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
村
山
山
宵
休
蚕
施
設
特
別
会
計
我
入
歳
出
決
算
の
認
定

κ
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
設
入
品
域
内
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
四
十
五
年
度
館
山
市
西
部
叩
簡
易
水
道
事
業
等
ー
別
会
計
義
入
議
出
決
算
の
認
定
陀
つ
い
て

安
一
房
中
央
土
地
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
舎
の
提
出

κ
つ
い
て

安
一
房
都
市
広
域
市
町
村
恐
義
務
組
合
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て
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昭
和
四
十
六
年
度
館
山
市
一
殺
会
計
補
正
予
算

第

開

メ』
A 

午
前
十
時
八
分

開

議

。
議
長

ヘ
吉
田
勇
治
郎
官
〕

本
日
の
出
席
議
孔
数
二
十
七
名
、

こ
れ
よ
り
第
一
三
副
市
議
会
定
例
ム
γ

を
閉
会
い
た

し
ま
す
。

議

案

の

配

布

。
議
長

へ
山
口
問
勇
治
郎
烹
)

ぷ
日
系
を
配
付
い
た
さ
汁
杏
す
o
議
官
官
の
記
付
属
れ
は
ご
ざ
い
を
け
ん
か

o
l
i
-
-
を
し
と
認
め
ま
す
。

議

長

の

報

止ヒ

"" 

。

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
ぷ
定
勺
九
十
日
の
円
叫
ん
た
活
-
ゅ
の
た
め
、
吻
方
向
ム
行
法
計
百
二
十
一
条
の
規
定
陀
よ
る
出
席
紫
色
ぷ

κ対
し
、
か
手

も
と

κ配
付
の
と
な
り
の
山
内
用
保
守
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
御

f
承
間
引
い
古
す
。

念
h
a

、
監
査
委
員
よ
り
玄
月
乃
主
八
月
実
砲
の
監
f
J

止
の
出
来
が
報
告
さ
れ
て
が
り
ま
す
o
そ
れ
ぞ
れ
な
手
も
と

K
配
付
の
印
刷
呑

κ
工
り

御
了
承
一
級
い
た
い
と
思
い
ま
す
o

議
長

会
議
録
署
名
議
員
の

指

名

o-4師
長
へ
有
国
市
内
治
郎
忍
)
臼

4JJ
め
一
、

正
君
以
上
川
片
却
を
お
名
い
た
し
す
す
c

え
ぷ
録
者
名
議
口
引
の
指
名
会
行
だ
い
ま
す
。

五
円
命
斗
訟
は
近
一
勝
行
雄
君
、

二
七
一
首
議
員
削
正
月
照

A 
:D: 

期

の

決:

定

へ
五
)
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議
長

・

〔
吉
田
勇
治
郎
君
)
臼
程
第
二
、
会
胡
の
決
定
一
千
一
行
常
い
?
す
っ

本
定
例
会
の
会
期
に
つ
き
議
会
逆
営
協
議
会
わ
意
見
は
本
九
月
十
七
円
よ
り
F

九
月
三
十
日
ι?

で
の
十
加
問
問
と
い
《
と
と
で
あ
り
す
す
c

b
は
か
り
い
た
し
昔
す
o
会
期
を
十
四
自
問
と
定
め
ま
す
と
と
花
須
田
刊
誌
ど
ざ
い
?
せ
ん
か
。

へ
「
異
議
設
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
)

議
長
ヘ
古
口
田
勇
治
郎
君
)
御
異
該
念
し
と
認
め
?
す
o
よ
っ
て
会
期
代
九
月
十
七
日
か
ら
九
月
三
十
円
台
で
の
十
仰
向
間
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
c

n 

提

案

理

由

の

説

明

。
禁
制

一一
長

と
の
一
際
、

本
定
例
会
招
集

K
っ
き
市
長
の
議
案
穂
旨
説
明
と
ホ
い
さ
つ
を
求
め
ま
す
o

ヘ
士
口
百
勇
治
郎
君
)

へ
市
長
本
間
譲
ぷ
登
壇
)

O

市

長

へ

本

開

設

君

)

提

案

理

由

の

説

明

を

申

し
上
げ
す
す
o
本
日
、
館
山
市
第
三
回
定
例
議
会
を
招
集

L
、
付
該
い
た
し
ま
す
案

件
は
認
定
関
係
七
件
、
報
告
関
係
一
件
、
一
般
議
案
関
係
二
件
、
予
算
匂
係
三
件
で
あ
り
ヂ
す
。

ま
ず
、
認
定
調
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
山
十
五
年
度
抽
出
山
市
一
殻
会
計
仔
か
六
特
別
会
計
げ
れ
わ
た
ろ
歳
入
救
出
決
肉
陀
つ
い
て
地
方

自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
市
議
会
の
認
定
K
付
す
る
も
の
で
あ
り
?
す
。

次げ札
、
報
告
閣
係
と
い

た
し

守
し
て
、

{
女
房
国
央
土
山
改
良
区
の
経
営
状
況
説
明
舎
の
提
出

κ
つ
い
て
で
あ
り
吉
す
が
、
と
れ
ば
本
市
が

同
改
良
区
の
借
入
金
に
対
し
て

嶺
失
補
慣
を
し
て

い
る
端
係
か
r
り
、

1
方
日
治
法
の
規
定
に
よ
り
そ
の
経
営
状
況
を
説
明
す
る
冬
類
、
一
宮
議
会

K
提
出
し
、
道
正
な
る
世
帯
業
の
執
行
と
効
率
的
念
運
用
す
期
そ
内
と
す
ろ
も
の
で
あ
り
き
す
。

次

κ、
一
般
議
系
」
関
係
と
い
た
し
空
し
て
は
、
安
房
郡
市
広
域
市
町
村
岡
ぶ
務
担
ム
口
規
約
の
一
部
改
正
で
あ
り
空
寸
如
、
組
合
で
共
同
処

理
す
る
事
務
の
中

κ不
燃
物
処
法
施
設
及
び
火
葬
場
抱
設
の
設
目
、
町
内
閣
は
及
び
長
営
に
関
寸
る
と
と
並
び
に

一憎
い
防
宅
・
係
、
救
急
務
一
務
及
び
職

員
の
共
同
研
修

κ
関
す
る
ζ

と
を
初
え
る
改
正
で
あ
り
脅
す
む

• 

-，'"ラ



第
一
号

さ~

内

{
子
の
区
域
及
び
名
祢
の
変
更
で
あ

b
ま
す
U

館
山
市
北
条
字
北
浜
小
松
及
び
館
山
市
下
京
倉
字
砂
自

の

一
A
C
土
地
を
市
開
発
公

社
が
買
収
し
、
住
宅
団
地
造
成
の
た
め
土
地
の
ム
ロ
筆
及
び
新
番
地
設
定
に
際
し
、
{
子
を
変
更
し
て
も
ら
い
た
い
じ
れ
の
依
煩
が
あ
り
ま
し
た
の

で
と
れ
を
変
良
し
よ
う
と
す
ろ
も
の
で
あ
り
?
す
。

次

κ、
一

般
会
計
ほ
か
三
特
刷
会
計
の
補
正
予
算
で
あ
り
ヂ
す
が
、

す
ず
一
般
会
計
に
つ
い
て
そ
の
た
も
左
も
の
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま

す
と
、
衛
生
費
で
正
木
及
び
凶
長
田
衛
生
処
理
場

κ
か
け
る
ど
み
処
理
げ
し
使
用
す
る
プ
ル
ト

l
ザ

l
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
借
り
上
げ
料
と
し
て

百
二
十
六
万
三
千
円
、
水
産
業
費
と
し
て
西
岬
及
び
宮
崎
地
区
忙
な
け

λ
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
対
策
事
業
授
の
追
加

K
伴
い
県
備
助
金
二
百

二
十
万
五
千
円
に
市
侵
四
十
二
万
九
千
円
を
加
え
て
補
助
し
ょ
内
と
す
ス
プ
も
の
で
あ
-
り
ま
す
O

古
h

た
当
初
予
算
に
計
上
し
4
為し

た
伊
戸
漁
港

物
揚
げ
場
護
岸
工
事
賛
否
五
十
万
円

K
つ
き
ま

し
て

は
、
四
十
七
年
度
以
降

K
実
施
し
た
場
合
陀
は
県
単
事
業
か
ら
国
庫
補
助
事
楽
に
な

b

大
一
一
暢
左
国
庫
補
助
金
の
交
付
が
あ
る
旨
の
尽
の
指
示
も
あ
h
y
ま
し
た
の
で
、
と
れ
J
T
変
製
し
て
来
年
度
以
降

K
実
施
し
よ
う
m

と
す
ろ
も
の
で

あ
り
杏
す
o
次
に
観
光
資
と
い
た
し
さ
し
て
、
千
葉
県
か
ら
委
北
を
受
け
た
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
の
沿
迫

κ
か
か
わ
る
花
井
健
一
栽
事
ぷ
に
つ
き

書
し
て
は
、
さ
ら

κ地
元
花
升
組
合

κ委
託
す
る
た
め
三
百
六
十
万
同
争
計
上
い
た
し
き
し
た
心
救
脊
砂
川
?
と
い
た
し
」
?
し
て
、
館
山
小
学
校

時
間
音
校
舎
に
か
か
わ
る
給
排
水
及
び
決
気
工
事
事
業
費
t

と
し
て
六
十
円
七
十
一
万
四
千
円
、

図
書
館
列
械
工
取
銭
と
し
て
百
五
十
九
万
九
千
円

を
計
上
し
す
し
た
o
を
な
、
有
線
テ
レ
ビ
放
送
セ
ン
タ

ー
の
有
殺
ケ
ー
ブ
ル
使
川
町
料
に
つ
い
て
三
百
万
令
一史
正
し
竺
し
た
が
、
グ

l
ブ
ル
の

使
用
が
返
れ
た
た
め
に
不
安
と
た
っ
た
も
ハ
で
ふ
v

り
ま
十
C

以
上
が
か
も
な
も
の
で
歳
出
合
計
一
千
四
百
七
十
十
九
万
五
千
円
ー
と
走
り
今
す
が
、
と
れ
が
財
源
と
し
脅
し
て
は
品
庫
補
助
金
二
百
八
十
五

万
八
千
円
、
県
補
助
金
二
百
二
十
万
五
千
円
、
諸
収
入
五
万
円
、
使
用
叫
及
び
子
数
料
百
一
二
十
七
万
六
千
円
、
そ
の
他
J

ヶ
一
一
般
財
吹
を
も
っ

て
充
当
し
よ
内
と
す
る
も
の
で
あ
り
全
す
o

次
児
、
調
糸
会
J

一
川
げ
い
つ
き
ま
し
て
ほ
、
四
十
五
年
度
療
養
給
付
抗
出
一
宿
支
出
金
の
還
付
金
と
し

T
六

G
十
-
一
力
一
千
川
、
係
長
施
設
会
計

で
獲
物
修
繕
料
と
し
て
百
丘
万
六
千
円
、
を
か
を
い
材
料
針
と
し
て
九
十
二
万
川
千
円
。
補
正
和
国
む
ね
い
し
よ
句
と
す
る
も
の
で
ふ
り
ま
す
。

以
上
が
補
正
予
算
岨
関
係
で
あ
り
を
す
。

次

K
、

七



へ
八
)

と
の
ほ
か
げ
一
、
今
会
制
中
陀
官
同
一
卯
4

一誠実
s
f
L
て
十
月
.
日
今
、
も
っ
て
任
制
潟
了
と
を
hJι
宮
内
す
教
育
委
員
一
名
の
選
汗
の
件
及
び
建
一
房
小
学

校
佼
令
改
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
の
件
ず
予
庁
し
て
が
り
古
す
の
で
、
と
径
の
上
は
よ
ろ
し
〈
た
以
い
引
い
た
し
d
A
A
f
o

以
'
上
、
簡
単
今
説

明

κ終
り
t
e
す
が
、
詳
'
刈

r
つ
台
一
古
一
し
て
は
品
係

.A
長
J
?
し
て
戎
明
さ
壮
一
告
す
の
で
、
十
外
事
九
御
家
ι

一
誠
弁
た
ま
わ
り
脅
す
ょ
う
か
廊
い
申
し

上
げ
す
し
て
説
明
と
い
た
し
た
い
と
存
じ
す
す
o

議

案

の

上

キ呈

。
従
長
へ
士
叶
田
勇
治
郎
君
)
窓
口
の
一
目
前
お
け
な
手
も
と

K
配
付
mu

日
田
町
茨
は
よ
り
行
J

な
い
ヂ
寸
。

日
遅
第
一
一
-
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
、
報
告
日
掛
川
口
万
及
び
斗
山
本
(
第
六
イ
八
口
ち
乃
奈
、
第
七
十
二
号
を
一
括
し
て
議
題
と
い
た

し
昔
す
。

議

案

の

内

容

説

明

。
議

長

ヘ

七
J

日
勇
治
郎
一
宗
)
乙
の
d
h
-

申
し
上
げ
玄
寸

o

た
だ
い
き
諮
問
過
と
な
り
す
し
た
各
案
件
は
こ
れ
よ
り
朗
読
十
省
略
し
、

円
谷
説
明
を
ぷ
め
た
い
と
m
u
h
告
す
。

ζ

れ
げ
御
異
誌
と
ざ
:
せ
ん
か

o
l
l
l
御
授
、
議
事
・
し
と
認
め
歩
す
。

ζ

れ
よ
り
順
次
説
明
を
求
め
?
、
寸
C

ま
ず
、
市
伏
算
書
は
一
号
か
ら
七
号
J
Y

で
す
一
括
し
て
行
在
同
交
す
。

認
定
弟
一
号
唱
和
凶
十
有
一
年
度
館
山
市
一
成
会
計
設
入
歳
出
決
算
内
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
二
号
昭
和
以
十
五
年
度
館
山
市
自
民
法
康
保
後
特
別
会
計
支
入
検
出
決
算
の
認
定
陀
つ
い
山
て

認
定
第
三
号
昭
和
四
十
五
年
a
妥
結
山
市
簡
易
水
沼
引
業
与
別
会
計
変
入
我
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
山
号
昭
和
四
十
五
年
度
結
山
市
と
苔
均
特
別
会
計
一
気
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

認
定
第
五
号
昭
和
四
十
五
年
度
館
凶
市
休
益
施
設
特
別
会
計
千
川
歳
入
食
出
決
筑
の
認
定

K
つ
い
て

認
定
第
六
号
昭
和
凶
十
五
年
度
訪
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
特
別
会
計
弐
入
歳
出
決
算
の
認
定
陀
つ
い
て

認
定
弟
七
号
昭
和
朗
十
五
年
度
館
山
市
者
認
濁
易
水
活
事
業
川
4

別
会
計
美
人
桟
出
次
算
の
n
g
b
r
止
に
つ
い
て

直
ち
に

よ
っ
て
決
し
ヂ
し
た
O

~ 



r 

.， 

y
-
-
p
e
a
n
，
 

. -ヘ
市
長
本
間

議
一
方
品
司
一
世
L

)

。

十
議
芯
)

四
十
五
年
A
V
-
m
v

決
算
げ

つ
い
て
御
説
明
そ
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
を
す
。

ι可
一
一日て

f

i

 
ヘ
ト
h
ム
凶
円

j
k
f
 

A

穴
算
げ
九
つ
・
在
官
し
て
徒
渠
辺
白
J
T
御

江
川
吋
山
し
上
げ
哲
す
U

た
だ
い
山
中
上
浸
い
た
に
ま
し
育
、
認
定
お
一
日
す
か
ら
筑
七
号
沼
和
四
十
五
年
度

館
山
市
一
役
会
計
及
び
六
料
品
川
会
計
一
萩
入
、
同
出
伏
算

κ
つ
t
唱
し
て
御
審
議
?
わ
ず
ム
わ
寸
わ
け
で
あ
り
守
す
が
、

士、

本
決
算
げ
比
一
つ
き
ま
し
て

山
岨
万
同
治
法
第
二
一
日
ご
一
十
コ
一
打
点
第
ご
一
羽
の
払
え
に
よ
り
川
町

vp一一zu只
の
年
昆
を
付
し
で
議
会
の
承
認
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
U

川
町
利
回
十
五
年
度
は
前
年
反
川
刊
し
I
'
M
d
ぷ
勝
と
道
路
出
守
備
、

題
み
喧
す
と
.

生
活
環
境
改
善
長
び
に
教
育
施
設
の
充
実
等
の
行
政
策
決
の

ぷ
尚
明
演
向
の
著
し
い
中
で
さ
ら
に

d
し
い
対
政
事
情

κ均
「
附
し
た
わ
け
で
あ
り
干
す
が
、

市
勢
発
慢
の
た
子
と
れ
ら
山
積
し
た
謡
尚
遜
民
対

し
て
は
、

市
財
政
の
健
全
性
キ
一
長
持
し
つ
つ
住
民
負
担
の
尋
咳
-T
産
業
活
盤
の
整
旬
、

充
実
、

愛
か
走
市
民
生
活
の
山
犬
現
、

必
ヤ
滅
的
で
住
み

よ
い
町
づ
〈
り
、

日
必
ぜ
文
化
の
充
実
を
自
宗
と

L
た
洋
氏
一
俗
化
の
増
進

κ
号
警
の
努
力
を
し
て
参
つ
や
-
わ
け
で
あ
一
り
吉
す
。

予
算
執
行

K
あ
た
り
を
し
て
は
、

4
年
度
決
算
，
ぃ
同
窓
枠
川
刊
一
三
司
会

E
り
喫
ー
室
、

切
符
古
川
の
ふ
り
苦
し
た
事
現
?
十
分
胤
窓
、

市

J
Aい
た
し

ま
し
て
行
以
'
の
状
行

κ
つ
と
め
て
参
り
ま
し
た
け

山
吋
に
年
度
当
初
防
政
均
品
川
に
述
べ
ま
し
た
よ
と
円
に
観
光
、

必
来
、

敬
一
向
を
ふ
-
態
と
し
ま
し

て
の
は
h
A
e
吋
念
行
政
令
弘
長
一
し
骨
、
の
で
ふ

b
t
ナ
。

続
光
戸
間
げ
~
な
き
を
し
て
代
、

凶
，
一
字
選
改
光
の
移
行
J
T
H
r
平
方
針
と
し

τテ
レ
ビ
宣
伝
K
つ
と
め
ん
と
と
も

κ、
受
け
入
れ
俸
制
の
充
実
を

ば
か
り
、

観
光
悦
去
館
山
へ
と
一
歩
強
進
寸
ろ
よ
今
努
力
し
た
わ
け
で
み
r
り
」
?
寸
。

注
業
↑
問
に
訟
を
一
す
し
て
は
、

時
由
民
伝
説
八
の
一
助
と
い

π寸
ベ
ノ
、
殺
一
舟
育
岐
牧
場
の
完
泌
を
は
か
る
と
去
も

κ、
草
地
主
或
等
を
実
況
し
、

良
美
部
門

κhx
い
て
は
誌
品
位
初
の
必
池
遊
生
を
伸
張
l
v
、
γ

向
日
得
の
向
上
今
は
か
ろ
と
と
も
げ
に
北
日
凡
退
一
次
ぴ
肘
排
公
踏
の
新
設
公
え
を
実
施
し
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
水
釜
泌
門
に
つ
い
て
は
沿
洋
漁
業
振
興
援
酒
事
業
の
促
進
及
川
小
漁
浴
の
笠
備

κ
つ
と
め
、

」
同
工
も
門

κ
つ
い
て

t
一点工

会
議
所
を
旭
じ
て
へ
止
美
の
健
全
企
角
成
に
つ
と
め
ろ
念
ど
、

各
砕
け

κ
な
け
る
近
ペ
ル
札
キ

f
q
か
ろ
よ
内
努
ワ
し
?
一
わ
け
で

A
P
D
空
寸
。

抜
高
円
必

κ
か
き
ま
し
て
は
、

P
T
A
会
貨
の
全
面
徹
践
を
笑
怜
十
る
と
と
も
に
、

ル
叫
育
坑
ド
Abh-

凶
一
経
い
帆
に
収
」
へ
の
労
々
を
は
か
っ
た
わ
け
で

ふ
り
さ
す
U

L

す
た
日
広
で
初
め
て
の
新
し
い
教
育
方
針
今
収
り
人
れ
た
北
条
小
川
1
1同
校
舎
の
完
成
と
、
伝
統
合
M
L
~

伺
寸
ろ
水
泳
の
オ

i
九
ン

l

ヘ九〉
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ズ
ン
化
含
め
ざ
寸
温
水
プ

l
ル
の
完
成
を
ど
教
育
施
設
の
集
係
、
充
実
に
努
力
し
た
わ
け
で
あ
り
・
守
寸
o

徳
社
面
げ
つ
き
ま
し
で
は
、
許
同
令
者
医
療
資
給
付
制
度
の
対
象
者
を
七
十
五
煮
に
引
を
-
下
げ
た
の
や
は
じ
め
、
児
章
一
手
当
支
給
制
度
及
び

身
体
障
安
者
の
結
婚
奨
助
金
支
給
制
度
令
新

l
〈
取
h
d
上
げ
4

に
わ
け
で
あ
り
?
す
o
台
た
考
人
情
社
セ
ン
タ
ー
、
青
年
館
、
児
童
遊
園
の
建

設
、
低
所
得
者
向
け
の
市
住
宅
一
一
一
十
二
戸
の
建
設
等
裕
社
行
政
の
充
実

K
つ
と
め
て
参
り
苦
し
え
。

ζ

の
ほ
か
、
四
カ
年
計
画
で
前
進
の
全
点
舗
装
化
と
珂
%
簡
易
水
道
の
着
手
を
は
じ
め
、
市
民
ル
6
4

活
上
不
可
欠
と
も
い
内
べ
き
生
活
環
境

施
設
の
整
備
、
士
市
民
の
縫
減
対
策
、
消
防
施
設
の
整
備
、
生
活
保
護
争
は
じ
め
と
す
ろ
各
線
一
信
社
対
策
等
諸
事
業
を
笑
絡
し
て
診
り
す
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
財
政
の
健
全
を
ろ
運
営
を
は
か
る
た

め
対
援
の
確
保
げ
最
善
の
努
力
キ
'
頃
注
し
、
最
少
の
径
典
明
で
そ
十
へ
の
効
回
木
J
T
志
げ
よ
と
つ
と
つ

と
め
て
参
り
ま
し
た
o

と
の
間
議
会
ふ
り
は
じ
め
司
令
位
の
全
一
間
的
を
御
洛
J

、
細
長
助
手
い
え
、
た
い
た
わ
け
で
あ
り
さ
す
が
、

ζ

の
拾
阜
、
、
幸

い
K
も
昭
和
四
十
五
年
度
に
か
け
る
当
初
の
計
画
一
に
従
っ
て
が
か
む
ね
予
算
通

b
執
行
す
る
と
と
が
で
き
、
一
般
会
計
ほ
か
六
特
別
会
計
で

歳
入
合
計
二
十
五
億
四
百
五
十
三
一
万
円
余
、
歳
出
合
計
二
十
四
億
七
千
六
百
九
十
八
万
余
円
、
実
質
二
千
七
百
五
万
八
京
円
の
繰
り
越
し
決
算

を
と
げ
ろ
と
と
が
で
き
き
し
た
と
と
は
、
ひ
と
え

K
市
議
会
各
位
の
御
努
力

K
よ
ろ
も
の
と
感
謝
い
た
し
脅
す
o

以
上
、
按
必
一
に
つ
き
喧
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
?
し
た
ポ
、
主
要
の
境
国
民
に
つ
・
告
し
さ
し
て
は
、
歳
入
歳
出
決
算
の
事
項
別
明
矧
香
、
実
質

収
支
に
関
す
る
調
書
及
び
財
緩
に
民
寸
る
調
書
げ
ー
よ
り
銅
山
了
承
今
回
た
だ
台
-
た
い
と
存
じ
告
す
o
左
h
へ
も
仏
ぽ
と
ぞ
慎
重
在
る
御
審
議
の
ほ

ど
を
な
頴
い
申
し
上
げ
4
0
・
し
て
提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
し
た
い

L
一
存
じ
?
す
一

報
告
第
四
号
安
一
虎
中
央
土
地
改
良
区
の
通
営
伏
況
説
明
舎
の
提
出

κ
つ
い
て

O

農
産
謀
長

(石
井
謀
君
)
報
告
第
四
号
{
女
房
中
犬
土
地
改
良
区
の
話
営
状
況
ぼ
っ
き
き
し
て
御
初
比
日
申
し
上
げ
を
す
。

一一

ペ
ー
ジ
か
ら
御
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
患
い
?
す
が
、
明
和
四
十
五
年
度
の
事
業
誠
舎
で
ど
ざ
い
寸
わ
す
が
、
ま
ず
地
一回
及
び
組
合
員

の
状
況
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
ζ

の
地
区
の
受
議
総
司
被
で
ど
ざ
い
合
す
が
、

一一

、

O
五
二
、
一
一
二
叩
平
方
メ
ー
ト
ル
約
二
一

O
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
ど
ざ
い
ま
す
o

ζ

の
う
ち
抽
出
山
市
の
受
益
一
陶
績
が
約
八
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
d
F
す
o

次

κ
が
示
し
し
て
ど
ざ
い

a 

民[
一
」
で



第
一
号

池
三
内

ま
す
の
が
丸
山
町
、
三
芳
村
、

館
山
市
の
前
年
度
末
、
今
年
度
末
一
の
受
益
者
の
関
係
が
が
示
し
し
て
ど
ざ
い
ヂ
ナ
ポ
、
丸
山
町
が
若
下
組
合

員
が
滑
加
し
て
か
り
守
す
の
は
、
乙
れ
は
地
域
の
沿
係
で
総
代
会
の
総
会
に
よ
り
L

ヲ
し
て
定
款
変
更
に
よ
h
J
4
H
し
て
、
地
域
が
若
干
変
更

κ

念
っ
て
か
り
さ
す
が
、
館
山
市
の
滅
の
場
合
は
市
街
地
の
由
民
地
伝
別
内
た
め
陀
減
じ
た
数
で
ど
ざ
い
を
す
o

次

κ
一
一
一
ペ
ー
ジ
「
日
向
和
田
十
五
年
度
を
も
っ
て
、
ダ
ム
工
事
関
係
は
一
部
付
帯
構
造
初
ヘ
橋
梁
二
カ
所
)
を
浅
す
の
み
で
今
秋
よ
り
貯

水
開
始
の
段
階
に
左
り
¥
い
よ
い
よ
昭
和
問
十
六
年
度
よ
り
用
水
路
工
事
を
主
体

κ実
施
す
る
予
定
で
あ
，
り
、
そ
の
事
業
従
は
次
の
と
な
り

で
あ
る
。
ィ
、
.
タ
ム
工
事
関
係
橋
梁
一
カ
所
、
口
、
用
水
路
工
事
問
、
八

O
ハ
、
メ
ー
ト
ル
」
乙
と
に
な
一
不
し
し
て
ど
ざ
い
ぎ
せ
ん
が
、
実
質

的

κ四
十
五
年
度
の
事
業
実
瀦
を
申
し
上
げ
肯
ナ
と
、
事
止
一木
公
だ
い
た

し
き
し
T

一
億
九
千
三
百
四
十
万
円
、
そ
の
内
訳
と
い
た
し
ま
し
て

た
め
池
内
の
整
備
、
そ
れ
か
ら
大
幹
線
の
延
長
一
、
一
一
一
一
三
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他

κ
副
北
、
試
験
、
営
結
そ
今
い
P

つ
よ
う
左
も
の
を
笑
施
し

て
ど
ざ
い
ま
す
。

次

κ、
本
年
皮
ま
で
の
工
事
経
過
の
伐
変
及
び
次
泥
炭
以
吟
の
見
込
み
、
ィ
、
ダ
ム

T
一市
、
昭
和
三
十
三
年
以
婿
工
以
米
タ
ム
工
事
ョ
関
係

は
前
述
し
た
よ
内

κ
一
部
の
治
帯
工
事
へ
帰
必
需
二
カ
所
)
が
浅
ろ
ほ
か
す
べ
て
工
事
が
完
了
し
、
今
秋
よ
り
貯
水
を
待
つ
の
み
で
あ
ろ
O

ロ

用
水
路
工
事
、
前
項
の
ダ

ム
工
事
工
程
と
合
わ
せ
受
底
地
の
平
絹
幼
来
十
も
た
ら
す
た
め
、
昭
和
四
す
川
一
年
皮
よ
り
幹
線
用
水
路

K
指
手
し

て
昭
和
四
十
六
年
度
施
行
分
と
合
わ
ぜ
て
六
、
明
一
立
つ
メ
ー
ト
ル
が
完
威
す
る
予
定
で
、
全
用
水
路
程
長
二
七
、
七

0
0メ
ー
ト
ル
で
残
り

二
一
、
二
五

O
を
昭
和
由
十
八
年
度
設
で

κ終
了
す
る
副
凶
で
怠
る
o

ぺ
平
久
平
一
川
洲
一

rめ
堰
工
事
、

mw
和
四
十
二
年
度

κ志
工
以
来
昭

和
四
十
五
年
度
を
も

っ
て
糊
と
め
堰
工
事
を
全
部
完
了
。

一
四
ペ
ー
ジ
の
業
心
.
の
経
理
の
状
出
を
申
し
上
げ
を
す
が
、
借
入
念
の
状
況
で
ど
ざ
い
4
4
す
が
、
チ
ず
借
り
入
れ
先
で
ど
ざ
い
官
す
が
、

乙
れ
は
沌
林
漁
業
金
繰
公
開
枠
借
り
入
れ
年
月
日
昭
和
四
十
六
年
二
一
月
三
十
一
日
、
引
率
が
六
分
五
阪
、
三
戸
分
五
出
血
ζ

の
二
つ
に
在
つ
て
な

D

古いす
U

他
-D
入
れ
総
額
四
千
二
百
六
十
四
万
円
、

ζ

の
わ
次
回
用
水
と
書
い
て
ど
ざ
い
チ
す
が
、
宏
一
好
中
央
ダ
ム
の
.
付
係

κ
つ
・
決
-
を
し
て
三
千

八
百
六
十
八
万
円
、
六
分
五
一
度
で
借

b
入
れ
て
な

-P
ま
す
。
一
白
か
ら
の
補
助
令
が
ど
ぎ
い
?
す
の
で
、
補
助
金
外
一
級
長
と
い
弓
ζ

と
で
六
分

五
座
で
ど
ざ
い
交
す
o
念
h
点
、
平
久
笠
川
に
つ
き
安
し
て
は
、
県
単
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
乙
れ
は
三
分
五
淫
融
資
と
い
う
ζ

と
で
ど

F町、

、ーノ



，-、

一、ー'

ざ
い
ま
す
。

償
還
期
限
は
昭
和
七
十
位
十
二
月
、

当
年
度
償
還
続
四
百
二
十
八
万
二
千
四
百
八
十
一
円
を
見
込
ん
で
ど
ざ
い
ま
す
。

未
償
還
額
が
二
億
二
千
五
百
六
十
五
万
九
千
一
一
一
百
同
十
二
河
ふ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
吏
す
が

安
布
阜
の
熔
造
改
善
事
業
の
借
入
金
が
千
六
百
三
十
六
万

ω
千
三
百
六
十
八
円
含
ま
列
て
が
h
y
ま
寸
の
で
、

償
還
績

の
累
計
で
八
百
七
十
三
万
五
千
六
百
五
十
八
円
、

と
の

中
で
山
本
、

実
質
的
に
ダ

ム
と
い
'FL

し
さ
し
て
二
億
九
百
二
十
九
万
四
千
九
百
七
十
四
円
と
い
う
と
と
が
実
質
的
の
ダ
ム
の
米
償
舟
績
で
ど
ざ
い
宮
す
。

次

K

一ペ

ー
ジ
、
ζ

の
車
業
実
施
い
た
し
苦
し
た
四
寸
五
年
度
の
決
算
内
容
は
、
殺
人
一
金
八
千
七
百
三
万
二
千
百
七
十
六
円
、
殺
十H

金
八
千
五
百
三
十
万
九
千
一
二
百
七
十
一
円
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
残
令
百
七
十
二
万
二
千
八
百
五
月
と
れ
は
次
年
度

K
鳴
り
越
し
で
ど
ざ
い

ま
す
が
、

以
下

NK
入
山
積
出
に
つ
き
ま
し
て
款
項
別

K
ご
ざ
い
守
す
が
、

細
部
内
u
o
w
っ
き
・ま
し
て

は
説
明
種
目
並
び
に
付
記
欄
陀
ょ
っ
て
街
ー

了
承
を
た
き
わ
り
た
い
と
忠
い
主
す
。

次
K
、
加
川
和
四
十
六
年
度
φ
事
業
計
画
で
ご
ざ
い
き
す
o

一ムハペ

1
.ッ
J
T
な
開
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
度
は
幹

線
用
水
路
工
事
を
由
ー
心

K
計
商
い
た
し
て
ど
ざ
い
守
す
o
-砲
事
業
費
が
二
億
七
千
万
円
ζ

れ
は
受
益
表
負
担
ポ
百
分
の
二
十
宋
で
ど
ざ
い
ま

す
の
で
六
千
七
日
五
十
万
円
と
い
今
と
と
で
ど
ざ
同
告
す
が
、

と
の
今
ち
比
一
林
公
庫
の
八

O
¢
融
資
を
五
千
四
百
万
戸
見
込
ん
で
ど
ざ
い
ま

す
心
工
事
内
容
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
幹
線
用
水
路
四
、
八
百
七
メ
ー
ト
ル
、
と
れ
は
丸
山
町
の
来
台
地
先
と
い
内
と
と
ろ
か
ら
九
重
の
滝

円
谷
の
寝
ま
で
を
四
十
六
年
度

K
計
一
酬
し
て
ど
ざ
い
を
す
o
そ
が
か
ら
周
回
道
路
'と
い
た
し
害
し
て
五
五

・
五
メ
ー
ト
ル

、

と
れ
は
係
w
m栄
二

カ
所
含
ん
で
ど
ざ
い
設
す
o

次

κ
、

円
、
歳
出
同
じ
〈

一
一
億
五
百
六
十

三
万
四
千
円
、

一
七
ペ
ー
ジ
わ
四
十
六
年
度
の
安
一
房
中
央
土
処
改
良
区
投
入
安
山
U
7
7

箆
で
ど
ぎ
h

空
す
が
、

一
八
ペ

ー
ジ
以
絡
に
つ
き
-46
し
て
は
、

設
入
一
金
一
億
五
百
六
十
一
二
万
四
千

事
項
別
明
細
書
に
ど
ざ
い
宮
ナ
説
明
笠
白
あ
る
い

は
付
記
様

κ
よ
っ
て
御
了
承
た
吉
わ

b
た
い
と
思
い
き
す
c

o
 

以
上
で
終
り
?
す
。

-
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)

議
案
第
六
十
八
口
甘
A
K
--J
都
市
広
域
市
町
村
商
事
務
組
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
規
約
の
制
定

κ
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
む

議
案
第
六
寸
八
号

玄
房
副
仙
市
広
域
市
町
村
鴻
事
務
紛
合
規
約
の

一
部
を
改
正
す
る
波
約
の
制
定

κ
つ
い
て

'・. 

日
ド

一



へ
伊
藤
幸
太
郎
君
)
議
案
第
六
十
八
号
に
つ
き
苦
し
て
街
説
明
申
し
上
げ
ま
ず

今
一
回
の
改
正
妥
点
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
一
応
部
の
吸
約
げ
凡
な
雪
苦
し
て

は
、
第
四
一
色
、
児
共
同
処
理
す
る
刻
係
の
も

の
を
記
載
す
る
わ
け
で
ど

ざ
い
委
し
た
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
共
同
印
刷
-nh
事
一
一
加
が
守
ヂ
で
決
定
さ
れ
合
せ
ん
で
し
た
の
で
、
あ
ろ
得
度
抽
象
的
な
表
現
げ
比
さ
れ
て
参
っ

た
わ
け
で
ど
ざ
い
き
す
。
し
か
し
念
が
ら
、
今
回
共
同
処
煙
草
迄
か
一
思
決
定
を
み
、
交
し
た
の
で
、
第
四
条
犯
と
の
決
定
事
項
を
明
記
し
た

同
と
い
う
と
と
で
第
四
条
の
改
正
守
一
な
頴
い
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
言
、
つ
J

ま
ず
、
第
四
条
の
二
号
で
ど
ざ
い
A

寸
が
、
従
前
代
っ
市
町
村
え
の
れ
庶
民
一
虚
偽
に
潟
す
ろ
計
十
陥
の
実
施
げ
仏
国
す
ろ
と
と
O

J
一
と
い
う
ζ

と

で
表
現
さ
れ
て
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
予
す
が
、
今
回
「
不
燃
拘
処
足
音
叉

ο設
A
M
、
管
注
及
川
げ
送
営
K
関
す
ろ
と
と
o

一
具
体
的

K
事
業

を
明
記
し
た
い
と
い
号
ζ

と
で
ど
ざ
い
古
す
白

そ
れ
か
ら
、
従
前
ど
ざ
い
?
せ
ん
で
し
た
三
、
制
、
五
の
三
つ
の
事
項
を
加
え
た
い
と
い
・
円

ζ

と
で
ど
ざ
い
空
す
が
、
ま
ず
第
三
号
と
い

た
し
ま
し
て
は
「
火
葬
場
施
設
ヘ
逗
枢
車
、
祭
波
を
合
作
)
の
設
置
、
立
区
間
一
及
び
一
也

d
k
闘
す
ろ
と
と
G

一
、

そ
れ
か
ら
策
四
号
と
い
た
し

ま
し
て
「
消
防
事
務
へ
哨
防

d
事
仰
を
除
〈
)
及
び
救
急
宗
務
に
悶
ナ
ろ
ζ

と
J

」
、
第
五
号
ー
と
い
え
し
合
し
て
「
凋
係
市
町
一
門
の
職
員
の

共
同
研
修

K
凋
す
る
ζ

と
0

」
以
上
の
三
つ
を
さ
ら
に
知
え
た
い
と
い
内
と
と
で
念
願
い
寸
る
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
o

以
上
、
申
し
上
げ
た
各
事
業
K
つ
昔
、
空

し
て
は
、
門
下
細
川
川
'
N
U
K
J
叩
討
事
で
ど
ざ
h

す
し
て
、
近
々
絞
終
的
な
方
針
が
伏
返
さ
れ
ろ
は
ず

で
ど
ざ
い
空
す
の
で
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
き
す
o
し
か
し
乏
が
ム
¥
そ
の
う
ち
で
議
一
一
一
号
と
第
四
号

κ
っ
き
害
し
て
司
、

ζ

れ
は

唱
和
四
十
七
年
度
か
ら
実
施
い
た
し
た
い
と
い
行
と
と
で
必
顔
い
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
チ
す
。
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

議
系
第
六
十
九
号
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更

κ
つ
い
て

庶

務

謀

長

へ

小

倉

澄

男

君

)

議

案

第

六

十

九

号

κ
っ
き
?
し
て
御
説
明
応
E

し
上
げ
ヲ
す
Q

そ
の
次
の
封
筒
が
添
付

L
℃
ど
ざ
い
?
す
。

中
に
図
面
が
二
乗
さ
れ
て
な
り
宮
す
の
で
ど
ら
ん
煩
い
す
ナ
o
そ
れ
で
は
御
説
明
申
し
上
げ
昔
す
む

館
山
市
阿
発
公
社
が
北
品
開
極
岸
の
緩
地
先
と
げ
仰
地
先
に
住
宅
同
地
造
成
の
た
め
に
土
地
の
民
収
を
尖
ぬ
し
て
み
J

っ
た
わ
け
で
ど
ぎ
山
?

す
が
、
そ
の
結
果
、
新
た
げ
札
ハ
作
宅
団
地
を
設
定
す
る
た
め
に
反
収
し
た
士
池
の
分
率
、
ム
口
宅
及
び
一
耕
地
番
設
穴
と
い
う
よ
う
な
所
定
の
作
裟

(
一
一
一
一
)

ι句
」
月
一

ιす

t
l
y
 

-
ー

!

?

!
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企
画
一
採
決

。



へ
一
四
)

が
必
要
で
ど
ざ
い
宮
す
が
、
そ
れ
K
閣
遠
い
た
し
苦
し
て
{
チ
が
迷
っ
た
h
¥

大
字
が
違
っ
た
り
、
小
{
子
が
返
っ
た
り
す
ろ
と
い
う
よ
う
念
い

わ
ゆ
る
飛
び
地
が
ど
ざ
い
4
0
す
の
で
、
そ
れ
を
同
一
地
番
、
司
一
字
に
設
定
い
え
し
合
し
て
と
れ
ら
を
し
た
い
と
い
ろ
と
と
で
、
市
長
の
ほ

今
に
字
の
変
更
を
な
願
い
い
た
し
た
い
と
い
内
安
強
引
が
ど
ぎ
い
す
し
た
の
で
、
地
方
向
勺
治
法
第
二
十
円
六
十
条
第
一
演
の
規
定
に
よ
り
ま
し
て

議
会
の
御
承
認
を
経
守
し
た
の
ち
と
れ
を
決
定
し
た
の
ち
、
都
道
府
県
知
事

κ
抑
制
惚
令
申
し
上
げ
た
い

o
そ
れ

K
よ
っ
て
新
た
ぼ
住
宅
用
地

を
設
定
し
て

参
り
た
い
と
い
今
と
と
で
ど
ざ
い
交
す
。

そ
れ

K
参
考
と
い
た
し
脅
し
て
、
添
付
し
た
図
面
が
二
葉
ど
ざ
い
ま
し
て
、
小
さ
い
ほ
内
が
北
条
綴
岸
の
増
地
先
で
ど
ざ
い
i
T
す
o
大
き

い
ほ
ろ
が
青
柳
の
向
う
の
L
土
臭
倉
地
先
の
中
に
下
真
倉
の
土
地
が
あ
る
と
い
今
と
と
で
ど
ざ
い
守
す
o
赤
線
で
塗
っ
て
怠
る
中
を
乙
の
新
た

念
大
字
、

小
字

κ
し
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
?
す
o
よ
ろ
し
く
な
碩
い
い
た
し
受
す
υ

議

案

第

七

十

号

昭

和

四
十
六
年
度
館
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ヘ
第
一
一
一
号
)

O

財
政
課
長

へ
長
谷
川
広
治
君
)
一
般
会
計
補
正
予
算
の
符
=
一
号
陀
つ
い
て
御
説
明
令
申
し
上
げ
?
す
。

今
回
の
第
三
号
補
正
予
算
に
な
き
苦
し
て
は
殺
人
歳
出
予
算
だ
け
で
ど
ざ
い
き
す
o
第

一
条
に
な
示
し
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
昔
す
が
、
歳

入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
千
四
百
七
十
五
万
五
千
円
を
追
加
い
た
し
ま
し
て
、

義
人
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
億
一
千
五
百
七
十
万
一

千
円
と
い
う
ふ
ろ
に
い
た
し
た
い
予
定
の
も
の
で
ご
ざ
い
交
す
o

今
回
追
加
の
傾
を
財
源
別
に
申
し
上
げ
骨
す
去
、
特
定
財
源
が
千
四
十
一
万
九
千
円
と
い
句

ζ

と
陀
左
り
主
す
。
一
般
財
源
が
四
百
三
十

三
万
六
千
円
、
比
率
で
申
し
ま
す
と
特
定
財
源
七

0
1背
六
、
一
般
財
源
が
二
九
%
矧
と
い
巧
比
率
で
ど
ざ
い
ま
す
o
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正

の
内
容
は
次
の
べ

l
ジ
の
予
算
補
正
と
い
今
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

縮
か
く
は
六
ペ

ー
ジ

か
ら
の
事
項
別
明
細
書
托
よ
h
J
そ
れ
ぞ
れ
主
管

課
長
よ

b
御
説
明
を
申
し
上
げ
一
空
す
の
で
よ
ろ

i
〈
会
頗
い
い
だ
し
た
い
と
思
い
古
・
す
O

O

衛
生
課
長
へ
牧
野
喜
一
君
)

一
0
ペ
ー
ジ
四
款
の
衛
生
貫
一
環
の
保
健
衛
生
費
四
自
の
環
境
衛
生
施
設
費
で
ど
ざ
い
き
す
o

ζ

れ
は

火
葬
場
及
び
祭
壇
事
業

κ
っ
き
委
し
て
は
、
広
域
開
問
事
務
組
合
で
と
の
十
一
月
?
で

κ
実
施
す
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、
準
備
の
都
合

κよ
り
ま
し
て
本
年
度
末
ま
で
市
φ
ほ
ろ
で
実
施
す
る
と
い
う
よ
丹

念
ζ

と
に
な

-D
守
し
た
の
で
、

そ
の
延
び
ま

し
た
期
間
相
当
分
の
額
を



第
一
号

泊
四
，
一内

。
補
正
し
よ
ろ
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
吉
す
o
退
局
補
正
額
に
つ
き
空
し
て
付
合
計
四
十
一
万
五
千
円
で
ど
ざ
い
き
す
。

補
正
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
九
節
の
旅
費
、
十
一
節
の
需
要
費
、
九
節
に
つ
き
空
し
て
は
旅
費
の
一
万
七
千
円
、
需
用
費

κ
っ
き
す
し
で

は
三
十
八
万
一
千
円
、
と
の
ろ
ち
な
も
念
も
の
に
つ
き
・
埠
仇
し
て
は
火
葬
用
の
燃
料
費
、
と
れ
は

A
重
油
を
使
う
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
二
十
二

万
八
千
百
七
十
五
円
、
そ
の
他
細
か
い
も
の
は
説
明
の
印
刷
物

K
よ
っ
て
御
了
承
た
苦
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
o
そ
れ
か
ら
十
四
節
の
使
用

料
及
び
賃
借
料
ζ

れ
は
火
葬
場
の
土
地
借
り
上
げ
料
で
ど
ざ
い
ま
す
心

と
れ
も
延
び
空
し
た
分

κ
つ
い
て
の
地
代
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
二
項
の
清
掃
費

κ参
h
Y
4
め
し
て
、
二
日
じ
ん
か
い
処
理
資
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
と
れ
は
正
木
の
ど
み
処
迎
湯
の
屋
外
に
燃
し

烹
し
た
銭
灰
及
び
燃
え
ま
い
ど
み
を
正
木
の
処
潔
場
か
ら
創
長
田
の
洩
め
立
て
処
理
場
陀
運
搬
、
整
理
す
る
た
め
の
自
動
車
。
借
り
上
げ
、

そ
れ
か
ら
両
処
理
場
の
整
地
の
た
め
の
借
り
上
げ
料
と
れ
を
合
計
い
え
し
ま
し
て
一
臼
二
十
六
万
三
千
円
を
追
加
補
正
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
宮

す
o
よ
ろ
し
〈
な
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
長
(
斉
藤
武
男
君
)
順
序
が
飛
び
安
し
た
こ
と
を
な
わ
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。

八
ペ
ー
ジ
二
款
総
務
費
一
項
総
務
管
理
費
の
中
で
二
十
三
節
償
還
金

κ
つ
色
ぎ
し
て
三
十
八
万
二
千
円
の
追
加
補
正
が
な
頗
い
し
て
ど
ざ

い
ま
す
。
内
容
に
つ
き
を
し
て
は
、
画
庫
負
担
金
の
償
還
金
四
万
五
千
九
百
六
十
四
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
費

κ
つ
き
ま
し
て
は

前
年
の
実
績
に
基
づ
き
ま
し
て
予
算
が
立
て
ら
れ
執
行
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
?
す
が
、
と
れ

K
A口
わ
ぜ
ま
し
て
国
庫
負
和
一
金
も
こ
の
予
算

に
従
っ
て
交
付
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
事
務
の
取
り
扱
い
と
い
た
し
J

百
体
し
て
は
、
四
十
四
年
度
の
も
の
を
四
十
五
年
の
六
月

に
実
際
の
実
績
報
告
を
行
を
い
ぎ
し
て
、
四
十
六
年
の
三
月
に
ほ
ぼ
確
定
と
い
内
乙
と
で
ど
ざ
い
ま
す
o
そ
れ
で
、
四
十
六
年
の
d
T
い
時
点

に
む
き
ま
し
て
超
過
分
の
頓
に
つ
い
て
は
返
還
す
る
と
い
内
ょ
う
念
事
務
処
理

κ念
つ
て
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
四
十
四
年
度

の
生
活
保
護
費
陀
つ
き
ま
し
て
は
、
保
護
延
べ
-
世
帯
数
回
千
二
百
八
十
八
一
世
帝
同
じ
く
保
議
実
人
員
が
七
千
八
百
二
十
五
人
、
保
護
費
が
総

額
一
億
七
百
一
万
五
千
五
百
四
十
五
円
で
ど
ざ
い
ま
す
o
ζ

の
十
分
の
八
の
国
軍
負
却
で
ふ
J

る
一
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
o
そ
れ
が
八
千
五
百
六

十
一
万
四
千
七
十
四
円
と
い
号
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
笑
際

K
措
置
に
対
し
交
ナ
交
付
確
定
額
が
八
千
五
百
五
十
六
万
八
千
百
十
円
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
乙
の
超
過
分
の
四
万
五
千
九
百
六
十
四
円
を
返
還
し
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

......._ 
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。
そ
の
次
の
同
じ
〈
四
十
四
年
度
の
老
人
措
置
費
の
償
還
の
二
十
一
万
三
千
二
百
二
十
九
円
の
関
係
で
ど
ざ
い
す
す
が
、

務
釦
置
を
行
左
う
わ
け
で
ど
ざ
い
昔
す
が
、
四
十
四
年
度
に
令
き
ま
し
て
老
人
ホ

i
ム

K
収
容
い
た
し
空
し
た
延
べ
人
員
と
い
た
し
ま
し
て

は
四
百
八
名
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
と
の
う
ち
の
十
分
の
入
引
出
席
負
和
ん
で
あ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
の
で
、
と
の
負
担
金
と
し
き
し
て
六
百

九
十
二
万
七
百
一
一
一
十
二
円
と
い
ろ
も
の
が
当
初
交
付
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
実
際

κ
な
き
脅
す
申
一
〈
人
員
の
措
置
授
に
つ
き
す
し
て

は
六
百
七
十
万
七
千
五
百
三
円
と
い
A
J
ζ

と
で
ど
ざ
い
き
し
で
、
こ
の
差
額
争
同
保
返
還
し
た
い
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
空
ナ
。

次
の
四
十
五
年
度
の
老
人
福
祉
県
分
の
償
還
で
ど
ざ
い
さ
す
が
こ
れ
は
老
人
福
祉
法
陀
基
づ
長
円
安
し
て
例
平
老
人
わ
健
康
一
審
脊
を
実
施

し
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
全
す
o

ζ

れ
も
や
は
り
見
積
り
に
つ
き
?
し
て
予
算
が
立
て
ら
れ
執
行
さ
れ
る
わ
け
で
ど
ざ
い
守
す
ボ
、
四
十
五

年
度
に
な
き
古
点
し
て
は
六
十
五
歳
以
上
五
千
七
百
三
十
名
に
対
し
を
し
て
実
際
に
検
診
い
た
し
全
し
た
者
が
千
二
十
八
名
で
ど
ざ
い
ま
し
て

率

K
い
た
し
ま
す
・
シ
二
一
係
で
ど
ざ
い
き
す
U

そ
れ
で
当
初
浮
負
担
金
と
い
だ
し
昔
し
て
二
十
八
万
八
千
五
百
六
十
八
円
あ
っ
た
わ
け
で
ど

ざ
い
ま
す
が
、
笑
際
に
な
き
空
す
受
診
の
交
付
確
定
一
額
と
い
だ
し
脅
し
て
は
十
六
万
六
千
三
百
三
十
五
円
と
い
今
ζ

と
で
ど
ざ
い
寺
い
す
の
で

と
の
差
を
県
の
ほ
う
K
返
還
し
た
い
と
い
内
も
の
で
ご
ざ
い
苛
す
o

次
の
一

0
ペ
ー
ジ
三
款
民
生
授
に
な
き
4
4
し
て
、
生
活
保
設
的
H
h
引
中
の
十
一
節
需
用
費
、
十
二
節
役
球
的
資
の
倒
添
わ
一
三
万
一
千
、
二
万
七

千
円
の
関
係
で
ど
ざ
い
き
す
が
、

ζ

れ
は
い
ず
れ
も
自
動
車
の
燃
料
貸
及
び
そ
の
検
公
手
数
料
、
保
険
料
?
と
い
っ
た
も
の
で
ど
ざ
い

4-
す
が

現
在
福
祉
事
務
所
k

b
き
ま
し
て
は
、
財
政
課
所
管
の
ラ
イ
ト
バ
ン
を
福
祉
事
務
所
専
用
と
い
内
よ
丹
念
と
と
で
が
借
・
り
し
て
な
ろ
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
が
、
当
初
予
算
の
中
で
と
の
項
目
を
計
上
い
た
し
4
4
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
回
追
加
補
正
な
が
騒
い
す
ろ
も
の
で
ど
ざ
い
交
す
。

収
納
謀
長
へ
横
溝
功
君
)
八
ペ
ー
ジ
二
項
徴
税
設
二
百
斌
課
徴
収
資
八
節
報
償
資
四
十
六
万
四
千
円
F
い
つ
い
て
が
願
い
す
る
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
o

ζ

れ
は
凶
定
貸
産
税
、
都
市
計
断
税
及
び
県
市
民
税
rk
対
す
ろ
い
納
期
内
納
付
報
償
金
の
追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
o

八
月
末
現

在
に
な
き
を
す
実
績
額
は
二
百
十
八
万
九
千
円
と
念
つ
て
な
り
き
す
o
と
と
ろ
が
現
計
予
算
額
が
百
七
十
三
万
四
千
円
で
ど
ざ
い
チ
す
の
で

不
足
が
生
じ
・
交
し
た
の
で
今
後
の
支
出
見
込
み
額
を
合
わ
ぜ
空
し
て
刊
十
六
万
四
千
円
合
か
顔
い
す
ろ
わ
す
で
ど
ざ
い
ま
す
o

ζ

れ
K
Z
D

ま
し
て
納
期
内
報
償
金
と
し
て
は
二
百
十
八
万
九
千
円
の
予
算
氏
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
o
以
上
よ
ろ
し
〈
会
一
敏
い
い
え
し
ま
す
o

へ
一
六
)

と
れ
も
同
様
な
事

7
3

・・
4

一，



。
選
挙
背
理
委
員
会
書
記
長
へ
高
山
隆
男
君
)
九
ペ
ー
ジ
を
な
顎
い
い
た
し
dew-

す
。
四
項
の
選
挙
費
三
百
参
議
院
議
員
選
挙
費
の
中
の
国
民

正
並
び

κ追
加
で
ど
ざ
い
ま
す
o
参
議
院
議
員
選
挙
費
k

h

k

き
ま
し
て
八
節
か
ら
十
八
節
き
で
説
明
槻
何
番
台
-
ま
し
た
工
う
を
和
国
の
銭
が

出
ろ
見
込
み
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
と
で
事
務
議
械
を
購
入
い
た
し
た
い
と
思
い
を
す
o
十
八
節
陀
庁
用
技
兵
投
'
と
し
て
と
れ
は
カ

l
ド

キ
ヤ
ピ
、
不
ツ
ト
を
二
台
購
入
さ
し
て
い
た
だ
托
た
い
と
忠
久
も
の
で
ど
ざ
い
・
?
す
o

ζ

れ
が
財
源
の
た
め
氏
執
行
残
を
十
二
万
二
千
円
更
正

を
な
願
い
い
た
し
歩
し
て
、
月
額
で
追
加
補
正
し
た
い
と
思
い
守
す
o
よ
λ

し
〈
な
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
庶
務
課
長
へ
小
倉
澄
男
君
)
九
ペ
ー
ジ
の
統
計
調
査
資
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
む

こ
れ
は
山
市
の
指
定
統
計
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
物
資

流
通
統
計
調
歪

κ
関
寸
る
そ
の
委
託
費
が
内
示
ポ
出
せ
し
た
の
で
五
万
一
千
H
J
t
計
上
い
た
し
さ
し
た
C

手
の
内
訳
は
報
酬
が
四
万
三
千
円

旅
費
五
千
円
、
需
胤
費
三
千
円
で
ど
ざ
い
を
す
o
と
れ
ば
全
復
同
庁
委
託
安
と
し
て
議
入
の
ほ
う
に
袋
入
を
予
定
し
て
か
る
分
で
ど
ざ
い
ま
す
o

O

農
産
課
長
へ
石
井
謀
君
)
一
一
ペ
ー
ジ
六
法
林
水
設
業
貸
の
農
業
資
の
三
の
農
業
振
興
費
に
つ
を
-
古
巴
し
て
九
十
万
九
千
円
の
追
加

補
正
を
な
脳
い
し
た
い
次
弟
で
ど
ざ
い
昔
す
が
、

ζ

の
忠
由
と
い
え
し
き
し
て
は
、
農
林
省
付
今
年
新
し
い
計

d
と
い
た
し
交
し
て
鋭
光
農

林
漁
菜
の
民
間
央
を
は
か
る
た
め

κ自
然
休
養
村
整
備
ぬ
系
企
農
林
蔀
務
次
{
同
通
速
に
よ
り
全
し
て
実
施
し
よ
句
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す

が、

ζ

れ
は
全
国
で
三
十
市
町
村
を
候
補
地
と
し
て
選
定
じ
て
本
年
度
中

κ乙
の
計
百
を
樹
立
い
た
し
苛
し
て
、
次
年
度
以
降
げ
比
率
莱
の
実

施
段
階

κ入
る
わ
け
で
ど
ざ
い
す
す
が
、
乙
の
句
ち
千
由
来
県
下
陀
か
き
書
し
て
館
山
市
一
カ
所
が
侯
補
地
陀
左
ヲ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
え
ず
が

館
山
市
の
中
の
一
閉
館
山
地
怯
と
い
た
し
ヂ
し
て
凶
岬
、
神
戸
、
宮
崎
地
区
が
侯
持
地
に
選
定
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い

4
4
寸
o
と
の
一九
十
万
九

千
円

κ
っ
き
4
屯
し
て
は
、
今
申
し
上
げ
?
し
た
よ
う
念
計
凶
策
定
安
と
い
た
し
を
し
て
各
節

k

b
示
し
し
て
ど
ざ
い
き
す
よ
う
な
内
容
で
ど

ざ
い
ま
す
剤
、
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
田
、
山
市
で
七
五
婦
、
候
補
地
の
市
町
村
二
五
労
?
と
い
一
行
よ
今
左
形
で
ど
ざ
い
弐
す
o

新
し
い
虫
干
ぷ
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
応
目
的
を
簡
単
に
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
予
す
が
、
と
の
自
然
休
養
村
は
或
近
グ
一
か
け
る
農
村
、

漁
村
及
び
綾
称
、
漁
業
の
抑
向
と
自
然
K
筏
し
む

ν
ク
リ
エ

l
シ
ヨ
ン
の
需
要
-の
鳩
大
傾
向

κ
か
ん
が
み
ま
し
て
、
曲
以
村
、
漁
村
の
自
然
環

境
の
保
全
及
び
活
用
並
び
に
地
域
の
特
性

K
即
し
た
観
光
農
村
漁
ぷ
の
計
出
的
、
組
制
的
左
縫
進
、
淀
川
杯
、
漁
業
資
源
の
多
目
的
の
利
用
及

び
農
村
、
漁
村
の
域
境
の
整
備
を
行
念
内

ζ

と
に
よ
り
、
農
林
、
漁
業
従
盗
者
の
抗
業
機
会
の
増
大
及
び
泣
林
漁
家
経
済
の
安
定
、
向
上
を

へ
一
七
)
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は
か
る

と
と
も
に
、
都
市
生
活
者
等

κ
対
し
農
村
、

漁
村
の
白
然
環
境
及
び
農
林
、
漁
業
に
殺
し
み
と
れ
A
h
k
対
す
る
理
解
を
深
め
る
役
会

を
た
か
め
つ
つ
休
養
す
る
場
を
提
供
す
る
と
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
よ
う
芳
と
と
で
ど
ざ
い
守
す
が
、

ζ

の
内
容
等
F
つ
き
合
し
て
・
μ
、

と
れ
は
県
と
も
る
る
話
し
合
っ
て
ど
ざ
い
さ
す
が
、

と
れ
か
ら
と
の
計
画
K
入
る
た
め
の
事
業
校
で
ど
ざ
い
き
す
の
で
、
現
段
階
K
な
き
ま

し
て
は
事
務
局
の

プ
ラ
ン
で
ど
ざ
い
を
す
の
で
一
応
発
表
は
さ
し
ひ
か
え
き
し
て
い
た
だ
告
た
い
と
思
い
き
す
が
、
以
上
の
よ
う
左
内
容
の

も
と

κ九
十
万
九
千
円
の
追
加
を
合
願
い
申
し
上
げ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
4
-

す
が
、
特
げ
礼
申
し
上
げ
古
い
す
と
、
委
託
料
の
自
然
休
後
村
計
F

副
委

託
料
三
十
万
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

れ
は
専
門
的
知
識
を
有
寸
ろ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
れ
に
対
す
る
委
託
料
等
を
考
え
て
か
り
を
す
o
ほ

か
の
種
目
に
つ
き
交
し
て
は
、
説
明
欄

K
よ
っ
て
御
了
承
を
た
ま
わ
り
た
い
と
思
い
古
一
寸
口
以
上
で
す
c

O

水
産
謀
長
へ
谷
貝
茂
生
君
)
一
一
ペ
ー
ジ
か
ら
一
一
一
ペ
ー
ジ
に
か
け
を
し
て
三
項
の
水
産
業
後
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
今
回
百
三
十
八

万
の
追
加
を
な
願
い
し
ま
し
て
水
産
業
費
総
額
三
千
六
百
十
七
万
四
千
円
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ず
-
い
歩
ナ
。

一
二
ペ
ー
ジ
の
水
産
業
振
興
費
の
十
一
節
需
用
費
、
十
人
情
仰
の
備
品
購
入
費
タ
年
度
末
キ
で
の
予
算
不
足
ポ
見
込
笠
れ
交
す
の
で
も
加
を

な
煩
い
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
特

K
需
用
資
の
中
氏
印
紙
代
と
い
今
の
が
わ
ず
か
で
ど
ざ
い
害
す
が
四
千
円
の
っ
て
な
り
手
す
o
と

れ
は
海
運
局
の
出
張
所
が
、
一
人
の
職
員
し
か
い
な
い
出
張
所
が
本
年
の
四
月
か
ら
廃
止

κ
な
り
?
し
て
市
町
村
で
と
の
部
務
考
引
き
受
け

ろ
と
と
に
な
り
、ま
し
た
の
で
、
市
の
ほ
弓
で
も
っ
て
事
務
を
す
る
場
合
の
ち
4

託
の
内
容
と
い
た
み
を
し
て
は
、
船
員
手
順
恨
の
交
付
、
再
発
行

あ
る
い
は
書
き
か
え
、
そ
れ
か
ら
船
員
の
雇
い
入
れ
等
の
事
務
あ
る
い
は
手
帳
の
変
一
史
、
訂
正
と
奇
い
っ
た
事
務
を
品
以
内
わ
け
で
ど
ざ
い
主

す
が
、
手
帳
の
場
合
は
一
件
が
百
五
十
円
で
五
十
円
が
国
の
ほ
内
陀
な
さ
ま
る
c
そ
の
他
の
事
務

κ
っ
き
宇
し
て
ば
一
件
二
十
円
の
手
数
料

が
入
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
o
そ
の
手
数
料
の
収
入
は
歳
入
の
ほ
内

κ
卦
願
い
し
て
ご
ざ
い
チ
す
夕
、
印
紙
代
は
曲
げ
札
な
さ
め
る
食
用
の
分

と
印
紙
で
も
つ
て
な
さ
め
ま
す
の
で

三
月
ま
で
の
見
込
み
を
と
と
に
計
上
さ
ぜ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ど
ぎ
い
き
す
。

十
九
節

の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
と
と
与

で
ど
ざ
い

さ
す
列
、
今
ず
最
初
に
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
対
策
事
業
の
鳴
助
金
で
ど
ざ
い
き

す
o
当
初
二
百
六
万
六
千
円
の
予
算
を
な
一
闘
い
し
て
ど
ざ
い
?
し
た
が
、
今
回
県
の
ほ
奇
か
ら
追
加
で
も
っ
て
也
し
て
ぐ
だ
さ
る
と
い
う
内

一
示
が
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
、

大
体
宮
崎
の
投
石
事
業
が
六
十
一
万
ば
か
り
の
申
告
業
費
、

そ
れ
か
ら
治
相
川
都
民
烈
協
の
-
合
併
写
が
ど
ざ
い
ま
し
て
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特
K
合
併
の
奨
励
と
い
う
と
と
で
と
の
事
業
の
追
加
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、

抑
制
の
崎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
投
石
八
十
万
、
西
川
名

K
岩
爆
等
の
事

業
が
約
六
十
万
、
投
石
、
魚
床
設
置
と
う
い
っ
た
事
業
は
六
分
の
五
、
県
、
国
の
椅
助
合
わ
せ
て
六
分
の
五
補
助
が
ど
ざ
い
ま
-
す
の
で
、
そ

の
分
を
、
岩
爆
の
場
合
は
半
分
額
の
補
助
が
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
総
額
で
も
っ
て
二
百
二
十
万
五
千
円
げ
か
'd
の
弘
、
国
の
補
助
が
ど
ざ
い

昔
、
す
の
で
、
ぞ
れ
陀
市
費
を
加
え
て
二
百
六
十
三
万
四
千
円
で
仕
事
を
や
ら
せ
て
凶
た
だ
き
た
い

o

そ
れ
か
ら
、
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
事
業
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
最
初
は
千
倉
の
水
屋
試
験
所
の
分
湯
か
ら
種
苗
を
取
り
寄
ぜ
ま
し
て
放
流
す

る
予
定
で
あ
げ
て
ど
ざ
凶
ま
す
が
、
今
回
と
の
葱
業
を
一
応
県
の
ほ
へ
で
追
加
で
認
め
て
い
た
だ
く
と
と
に
念

b
ま
し
た
の
で
、
エ
ゾ
ア
ワ

ビ
の
放
流
事
業
と
、
そ
れ
か
ら
ア
ワ
ビ
を
さ
ら
陀
本
年
予
定
し
た
分
だ
け
の
追
加
と
い
4

ζ

と
で
ど
ざ
い
?
し
た
の
で
合
わ
せ
て
十
三
万
二

千
円
の
追
加
を
沿
願
い
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
o

そ
れ
か
ら
、
次
の
漁
船
巻
き
揚
げ
磯
の
設
置
事
業
で
ど
ざ
い
費
す
が
、
当
初
予
算
で
一
応
栄
の
浦
と
、
判
の
崎
の
巻
き
揚
げ
品
協
の
補
助
を
予

定
し
て
な
h
J
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
回
見
吻
で
も
と
の
巻
き
揚
げ
品
慨
を
つ
〈
り
た
い
と
い
へ
と
と
で
十
八
万
五
千
円
ば
か
り
か
か
h
y
古
す
が

は
じ
め
て
の
と
と
で
ど
ざ
い
吉
す
の
で
、
半
額
の
補
助
を
い
た
し
た
い
と
い
内
と
と
で
九
万
二
千
円
計
上
し
た
わ
け
で
あ
-D
ま
す
o

次
の
漁
港
管
理
貨
の
十
五
節
の
工
事
請
負
授
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
伊
一
戸
漁
犠
の
物
揚
げ
場
護
岸
工
事
請
負
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
当
初
県

単
工
事
で
や
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、
水
産
庁
か
ら
県
の
ほ
う
に
来
年
度
以
海
に
す
れ
ば
局
叫
改
良
工
事
と
し
て
八

O
%か
ら
の
、
品
川
劫

に
よ
っ
て
や
れ
る
と
い
う
と
と
で
今
年
と
れ
を
延
期
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
ζ

と
で
、
よ
り
有
利
な
補
幼

κ
も
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
と
と
で
減
額
し
て
ど
ざ
い
ま
す
o

洲
の
崎
漁
港
物
揚
げ
場
議
岸
工
事
で
ど
ざ
い
安
す
が
、
大
体
一
五
メ
ー
ト
ル
予
定
し
4

注
し
た
け
れ
ど
も
、
績
が
と
れ
だ
け
減
額
し
て
も
や

れ
そ
う
だ
と
い
た
り
ζ

と
で
か
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

下
原
漁
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
は
雄
官
っ
て
浅
〈
な
り
4
4

し
た
関
係
上
、
し
ゅ
ん
せ
つ
を
ど
う
し
て
も
待
て
な
い
と
い
う
と
と
で
五
万
円

追
加
し
て
し
ゅ
ん
せ
っ
し
て
あ
げ
よ
う
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
o

O
商

工

観

光

謀

長

(

鈴

木

七

款

の

商

工

費

の

御

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

。

カ
君
)
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九
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一
一
一
自
の
観
光
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
十
三
節
委
託
料
三
百
六
十
万
円
を
今
回
追
加
を
な
願
い
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
高
岬
の
第
一

フ
ラ
ワ

ー
ラ
イ
ン
沿
道

K
隣
接
い
た
し
ま
す
場
所
に
観
光
用
の
花
の
植
栽
卒
業
を
い
た
す
わ
け
で
ど
ざ
い
告
し
て
、
南
一
房
一
地
域
花
升
植
栽
事

業
委
託
金
と
い
た
し
を
し
て
三
百
六
十
万
を
計
上
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
0

年
度
当
初
げ
凡
な
き
ま
し
て
と

の
事
業
が
崎
市
が
事
業
主
体
と
念

り
ま
し
て
、
地
元
の
商
岬
の
花
海
組
合

K
対
し
を
し
て
事
業
を
委
託
し
て
行
な
弓
の
だ
0

と
う
い
う
計
画
で
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
県

の
ほ
う
か
ら
泉
と
市
と
の
委
託
契
約
と
い
今
乙
と
に
よ
り
笑
施
し
ろ
o
と
今
い
今
ふ
内
な
な
話
し
が
ど
ぎ
い
ま
し
て
、
さ
ら
に
西
岬
の
花
芥

組
合
と
の
事
業
の
委
託
契
約

κ
よ
り
受
し
て
行
左
う

o
と
今
い
内
ふ
A
J
K
巴ハ
d

の
ほ
ょ
っ
か
ら
指
示
を
受
け
取
り
き
し
た
関
係
上
、
今
回
予
算
措

置
と
い
た
し
ま
し
て
年
度
当
初

κ
総
事
業
費
の
三
百
六
十
万
円
の
三
介
の
一
相
当
額
の
百
二
十
万
円
を

一
応
県
に
対
す
る
負
担
金
と
し
て
議

決
を
b
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
よ
内

K
県
と
の
委
託
契
約
の
結
果
、
一
応
総
事
業
費
の
三
百
六
十
万
円
を
県
か
ら
委
託
金

と
し
て
歳
入
し
て
、
さ
ら

K
市
か
ら
西
岬
花
芥
組
合
に
対
し
き
し
て
委
託
料
と
し
て
支
出
い
だ
す
た
め

r
今
回
追
加
補
正
を
い
た
し
た
わ
け

で
ご
ざ
い
脅
す
。

現
在
、
委
託
契
約
の
中
の
事
業
計
凶
概
要
『
、
っ
き
す
し
て
は
、
洲
の
崎
、
西
川
名
、
伊
戸
の
沿
道

K
燐
接
い
た
し
ま
す
水
田
の
裏
作
と
い

た
し
き
し
て
約
一
町
歩
を
四
団
地

κ分
け
ま
し
て
花
の
出
地
造
成
を
す
る
と
い
内
と
と
を
計
画
し
て
な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
o
左
台
、
花

の
種
類
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
春
か
ら
春
先
の
花
と
い
た
し
空
し
て
ス
ト
ッ
ク
あ
る
い
は
キ
ン
セ
ン
カ
、
マ

i
ガ

ν
吋
ノ
ト
、
ポ
ピ

l
、
菜
の

花
そ
う
い
っ
た
も
の
そ
選
定
し
て
な
り
交
す
o

そ
れ
か
ら
哀
か
ら
秋
先
の
も
の

κ
っ
き
守
し
て
は
カ
ン
ナ
を
フ
ラ
ワ
ー
一
フ
イ
ン
の
路
肩

K
植

栽
す
る
と
い
う
ζ

と
で
ど
ざ
い
全
し
て
、
約
三
一
万
球
の
カ
ン
ナ
の
球
根
品
在
来
の
ほ
う
か
ら
受
け
ま
し
て
と
の
夏
陀
依
栽
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い

ま
す
o
左
な
そ
の
他
畑
の
念
い
と
こ
ろ

K
つ
き
ま
し
て
は
、
伊
戸
か
ら
先
平
砂
清
海
津
に

つ
き
合
し
て
試
験
的
に
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス
と
い

う
も
の
を
設
置
一
し
ま
し
て
そ
と
K
花
を
慣
栽
し
空
し
て
や
っ
た
ら
ど
ょ
っ

か
と
い
内
と

と
で
、
そ
の
実
用
性
を
確
か
め
ろ
た
め
に
四
十
六
年
度

K
な
き
さ
し
て
と
れ
か
ら
フ
ラ
ワ

ー
ボ
ッ
ク
ス
を
試
験
的

K
設
置
し
、
そ
と

κ花
の
植
裁
を
す
る
と
と
も
考
え
て
な

b
を
す
o
そ
の
ほ
か
街

路
樹
の
試
験
と
い
う
と
と
で
大
体
十
種
紙
く
ら
い
の
樹
木
を
試
験
的
に
極
北
拭
い
た
し
、
ま
し
て
、
適
合
宿
木
の
還
定
き
行
念
F

べ
と
い
ろ
と
と
を

計
?
倒
し
て

な
る
わ
け
で
ど
ざ
い
守
す
J

以
上
で
ど
ざ
い
守
寸
o

.. 
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一
一
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第
九
一
一
肌
消
U
出
資
に
つ
い
て
創
刊
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

総
額
二
十
万
一
千
円
の
補
正
を
な
顎
い
す
ろ
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
o

一
日
常
備
消
防
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
十
一
節
需
用
設
と
い
た
し
ま

し
て
五
万
円
の
補
正
で
ど
ざ
い
ま
す
o

ζ

れ
は
十
月
中
氏
防
火
管
理
者
の
説
得
会
を
開
催
い
た
し
?
し
て
、
乙
れ
に
対
す
る
研
修
教
材
沈
と

し
て
計
上
さ
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
o
な
沿
、
と
の
受
講
料
と
凶
た
し
ま
し
て
一
人
五
百
円
校
度
い
た
だ
く
予
定
で
な

b
ま

す
の
で
、
乙
れ
は
市
K
雑
収
入
と
し
て
納
入
さ
れ
る
予
定
で
ど
ざ
い
ま
す
。

二
自
の
非
常
備
哨
防
裂
と
い
た
し
乏
し
て
十
五
万
一
千
円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
は
第
瓦
節
災
害
補
依
焚
と
し
て
五
万
二
千
円
で
ど
ざ

い
ま
す
。
と
れ
は
去
る
昨
年
の
十
二
月
に
一
筒
井
の
火
災
k
h
H
し
交
し
て
消
防
団
員
一
名
が
負
傷
い
た
し
害
し
て
、

ζ

れ
に
対
す
る
授
受
、
休

業
補
償
費
で
ど
ざ
い
を
す
o
な
が
、
こ
の
費
用
に
つ
き
手
一
し
て
は
、
公
務
災
害
補
償
基
金
よ
り
参
る
よ
う
に
柑
な
っ
て
な

b
ま
す
o

十
一
節
の
需
用
費
八
千
円
で
ご
ざ
い
交
す
が
、
と
れ
は
西
岬
の
十
三
、
十
四
部
の
詰
所
呑
と
一
波
た
間
の
汁
一
四
一
所
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
ふ
祐

一附

K
そ
れ
ぞ
れ
簡
易
水
道
が
入
つ
て
な
り
ま
し
て
、
ま
あ
使
用
す
る
日

κ
%
も
少
な
い
し
、
使
用
最
も
少
左
い
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
従

来
は
科
金
と
し
て
な
さ
め
な
い
で
よ
か
っ
た
わ
け
で
ど
さ
い
交
ナ
ポ
や
は
り
正
規

κ
ル
さ
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
と
と
で
ど
ざ
い
ま
し

て
、

こ
と

κ計
上
さ
し
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
ど
ざ
h

な
ナ
。

十
九
節
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
九
万
一
千
円
で
ご
ざ
い
叫
す
が
、
本
年
の
六
月
政
令
が
改
正
さ
れ
ま
し

C
消
防
団
員
の
処
遇
改
一
首
の

一
・
た
ん
と
い
え
し
ま
し
て
、
公
務
災
誕
百
の
場
合
の
補
償
が
L
人

J
Jパ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
?
し
て
、
そ
の
ば
組
曲
分
げ
い
対
す
る
負
担
金

の
増
と
椙
な
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
増
額
A
A
λ

万
一
千
円
戸
ど
ざ
い
吏
す
。

三
自
の
消
防
施
設
費
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
れ
位
財
司
市
正
で
ど
ざ
い
き
し
て
当
初
一
計
上
さ
ぜ
て
い
た
た
・
哲
也
し
た
補
助
金
が
六
十
五
万

円
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
乙
れ
が
百
五
十
八
万
円
と
交
付
決
定
を
"
ワ
ぎ
し
た
よ
f

め
に
、
に
と
に
補
正
を
か
十
願
い
い
た
す
次
第
で
ど
ざ
い
立
す
。

以
上
、
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
説
明
を
終

-
P
2
J
J
O

教
育
定
員
会
庶
務
課
長
へ
び
崎
政
光
君
)
十
弘
数
百
貨
に
づ
い
て
御
説
明
申
し
ょ
げ
主
人
3
0

一
一
項
教
育
川
総
務
貨
の
放
送
セ
ン
タ
ー
設
陀
な
き
ま
し
て
、
十
四
郎
位
刑
判
及
び
貸
伯
科
げ
凡
か
き
ま
し
て
三
百
万
の
減
額
補
正
を
な
一
般
い
い

へ
一
一
一
)

消
防
本
部
次
長

コ
デ
羽
田

。
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た
し
ま
し
た
o
と
れ
は
当
初
予
算
に
な
き
を
し
て
有
線
放
送
が
十
一
月
開
通
を
一
応
予
定
い
た
し
委
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル
使
用
料
と
い
た
し
を

し
て
十
一
月
か
ら
三
月
歩
で
の
五
カ
月
分
を
計
上
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
歩
寸
が
、
放
送
開
始
が
都
合
に
よ
り
を
し
て
早
〈
て
三
月
と
い
う
と

と
に
念

b
交
し
た
の
で
、
と
の
際
減
額
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
o
と
円
い
っ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
o

そ
れ
か
ら
、
二
項
の
小
学
校
受
の
教
育
娠
輿
設
に
な
き
き
し
て
、
十
八
節
備
品
鰐
入
費
げ
凡
な
き
昔
し
て
五
万
円
の
追
加
計
上
を
い
た
し
ま

し
た
む
と
れ
は
四
十
六
年
度
の
僻
地
学
校
体
育
指
定
交
付
要
綱

κ基
づ
主
-
そ
し
て
、
畑
小
陀
と
の
た
び
体
育
器
具
購
入
補
助
金
と
し
て
五
万

円
交
付
さ
れ
る
旨
の
連
絡
が
県
か
ら
ど
ざ
い
会
し
た
わ
-
で
、
体
育
用
の
マ
ッ
ト
、
飛
び
籍
ζ

う
い
っ
た
も
の
を
購
入
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
う
い
っ
た
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

二
十
節
の
扶
助
費
に
な
き
ま
し
て
十
八
万
一
千
円
の
追
初
計
上
を
な
願
い
い
た
し
ま
し
た
が
、
と
れ
は
特
殊
学
級
へ
の
就
学
率
を
向
上
さ

せ
ろ
と
と
十
日
]
的
と
し
脅
し
て
、
今
回
国
が
と
れ
ら
陀
た
よ
り
歩
す
子
供
た
も
の
父
兄
の
う
ち
、
国
が
定
め
す
し
た
基
準
に
満
た
も
仏
い
所
得

の
者
に
対
し
ぎ
し
て
、
市
町
村
の
支
出
す
る
補
助
金
の
二
介
の
一
だ
け
交
付
す
る
o
と
Aa-

い
っ
た
連
絡
が
参
っ
て
が

b
幸
ナ
o
現
在
特
殊
学

級
K
通
っ
て
ふ
り
を
す
子
供
が
七
十
五
名

h
u
b
ま
す
が
、
と
の
う
ち
要
保
護
、
準
要
保
護

κ
二
十
三
名
該
当
し
て
か
り
主
す
o
と
れ
を
除
き

受
し
た
五
十
二
名
が
今
回
の
対
象
で
ど
ざ
い
今
す
が
、
そ
の
内
ち
調
査
の
結
果
二
十
七
名
が
ζ

れ
K
該
当
い
た
し
ま
す
o
補
助
さ
れ
き
す
額

は
給
食
費
関
係
で
四
千
四
百
六
十
六
円
、
就
学
旅
行
が
千
二
百
円
、
そ
れ
か
ら
学
用
品
、
通
学
用
品
と
う
い
っ
た
も
の
で
千
七
百
二
十
五
円

と
う
い
っ
た
計
算
で
ど
ざ
い
ま
す
む

三
自
の
学
校
建
設
授
に
な
き
空
し
て
、
十
五
節
の
工
弔
詩
負
資
陀
六
百
七
十
一
万
川
千
円
の
追
加
計
上
を
な
願
い
し
て
ど
ざ
い
ま
す
が
、

館
山
小
学
校
の
妨
音
校
舎
改
築
工
事
に
つ
台
司
ま
し
て
は
、
去
る
八
月
の
臨
吟
市
議
会
が
本
体
工
ぷ
と
電
気
工
事
費
係
に
つ
き
苦
し
で
は
工
事

請
負
の
契
約
の
議
決
を
い
た
だ
い
て
な
り
脅
す
が
、
今
回
は
日
給
排
水
関
係
と
換
気
関
係
工
事
と
礼
を
い
た
し
ま
す
冗
つ
い
て
の
不
足
額
を
と

ζ
κ

追
加
な
願
い
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
十

八
節
の
備
品
購
入
に
な
き
・
埠
許

し
て
十

五
万
四
千
円
追
加
計
上
い
た
し
き
し
た
が
、
と
れ
も
館
山
小
学
校
防
音
改
築
工
事
に

伴
い
ま
す
現
場
管
理
用
の
俄
口
聞
と
し
ま
し
て
机
と
か
、
椅
子
と
か
そ
内
い
っ
た
も
の
を
務
入
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い

o
と
の
工
事
費
と
術
品

• 

ー



第
一
号

池
六
内

再
開
入
費
と
れ
は
と
も
に
一
応
国
庫
補
助
金
七
五
係
の
対
象
と
な
る
も
の
で
ど

J
い
ま
す
o

そ
れ
か
ら
、
、
十
九
節
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

κ
な
き
ま
し
て
一
一
一
十
五
万
円
の
追

m計
上
を
な
思
い
し
て
と
ざ
い
ま
す
o
こ
れ
は
北
条

小
学
校
の
プ

l
ル
へ
水
を
引
き
ま
す

κ
あ
-
た
り
ま
し
て
、
房
州
水
道
よ
り
求
め
ら
れ
ま
し
た
負
担
金
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
水
道
の
負
担
金
は

現
在
水
道
メ
ー
タ
ー
の
口
径
に
よ
っ
て
そ
の
額
引
き
め
ら
れ
て
な
り
ま
す
が
、
北
条
小
の
場
合
は
七
五
ミ
リ
の
口
径
を
有
す
る
も
の
で
ど
ざ

い
ま
す
O

友
な
、

ζ

の
負
担
金
の
請
求
と
と
も
に
水
道
会
社
の
ほ
う
か
ら
十
万
円
の
寄
付
申
し
込
み
を
一
応
ち
ょ
句
だ
い
し
て
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
三
項
の
中
学
校
費
k

b
き
全
し
て
、
二
十
出
扶
助
費
k

b
き
ま
し
て
十
三
万
三
千
円
の
追
加
計
上
を
ム
祈
願
h

し
て
ど
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
小
学
校
と
向
様
特
殊
学
級

K
通
い
ま
す
子
供
た
ち
の
4

ち
、
そ
の
父
兄
の
所
得
が
閣
の
基
準

K
満
ち
ま
せ
ん
子
供
に
つ
い
て

の
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
o
中
学
校
の
場
合
に
は
小
学
佼
に
か
き
ま
す
金
額
よ
り
も
多
少
金
額
引
上
夕
、
交
し
て
、
給
食
費

K
つ
き
ま
し
て
は
年

額
五
千
六
百
三
十
六
円
‘
修
学
旅
行
三
千
丘
百
円
、
学
用
品
、
通
学
用
品
ζ
p
h

い
っ
た
も
の
が
一
二
千
五
百
十
円
、
そ
の
他
と
な
っ
て

h
u
b
ま

す
o
以
上
、
よ

ろ
し
く
か
願
い
い
た
し
ま
す
む

O

社
会
教
育
課
長
へ
小
宮
義
夫
君
)
五
項
の
社
会
教
育
授
の
図
舎
館
資
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

た
だ
い
ま
析
し
い
図
番
館
が
債
務

負
担
行
為
で
北
条
小
学
校
跡
凶
側
に
工
事
中
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、

な
か
げ
さ
き
で
十
一
月
一
ー
は
い
で
で
き
あ
が
る
と
い
う
予
定

K
念
っ
て
が

り
ま
す
o
し
た
が
い
会
し
て
、
現
在
ま
で
仮
住
ま
い
で
仕
窃
を
進
め
て
な
り
玄
す
関
係
で
七
節
の
臨
時
事
務
成
員
賃
金
八
万
円
、
そ
れ
か
ら

十
一
時
聞
の
一
帯
用
資
六
万
九
千
円
の
減
額
を
h

祈
願
い
申
し
上
げ
ろ
わ
け
で
ど
ざ
い
を
す
o

な
な
、
十
五
節
工
事
議
負
費
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
新
し
h

図
書
館
は
六

0
セ
ン
チ
の
土
盛
り
で
工
事
を
し
て
な
り
ま
す
o
そ
の
土

ど
め
工
事
、
そ
れ
か
ら
階
段
を
つ
く
ろ
工
事
、
玄
噴
前
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
を
す
る
工
事
、
犬
ば
し
り
等
々
外
格
工
事
請
負
貨
と
し
て
そ

乙
に
ど
ざ
い
交
す
百
五
十
九
万
九
千
円
の
追
加
補
正
を
か
ぬ
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
交
す
o
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
o

O

財
政
課
長
へ
長
谷
川
広
治
君
)
以
上
で
簡
単
で
ど
ざ
い
合
す
が
、
歳
出
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
o
歳
出
総
額
は
千
四
百

七
十
五
万
五
千
円
で
ど
ざ
い
を
す
o

続
き
ま
し
て
六
ペ
ー
ジ
か
ら
の
歳
入

κ
つ
い
て
倒
説
明
を
申
し
上
げ
を
す
o
今
回
、
歳
入
に
州
問
r

止
を
い
た
し
ま
す
八
款
の
使
対
料
及
び
手

(
一
一
一
二
)



ヘ
ニ
四
)

数
料
か
ら
十
五
款
の
諸
収
入

K
至
り
き
す
総
額
千
三
十
一
万
三
千
円
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
財
源
と
い
内
と
と
で
失
ほ
ど
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま

し
た
議
出
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
あ
る
い

は
関
連
を
い
た

し
交
す
事
業
に
つ
き
脅
し
て
、
所
定
の
補
助
率
あ
る
い
は
内
示
額
等
を
参
考
に
計
上
を

い
た
し
て
ど
ざ
い
苦
す
o
し
た
が
い
き
し
て
、
一
般
財
源
と
し
て
は
新
し
ぐ
で
き
空
し
た
十
七
款
の
地
方
議
与
税
の
四
百
四
十
四
万
二
千
円

で
ど
ざ
い
ま
す
o

使
用
料
の
な
屯
念
増
額
理
由
聞
は
、
先
ほ
ど
歳
出
の
ほ
内
に
巾
し
上
げ
、
守
し
た
と
な
り
、
火
葬
場
の
広
域
閣
閣
の
移
需
と
い
円

ζ

ー
と
で
年
度
途

中
す
で
し
か
予
算
計
上
い
た
さ
な
か
っ
た
わ
け
で
ど
ざ
い
交
す
o
本
年
度
一
ば
い
や
は
り
市
営
の
も
の
が
続
く
と
い
う
と
と
と
、
今
年
四
月

か
ら
の
増
額
分
を
計
算
を
い
た
し
?
し
て
説
明
欄

κ
ど
ざ
い
支
す
二
種
目

κ
な
司
令
交
し
て
百
一
一
一
十
七
万
六
千
円
の
収
入
増
と
い
内

ζ

と
で
計

上
を
い
た
し
て
ど
ざ
い
?
す
り

国
庫
支
出
金
に
な
き
費
し
て
ほ
、
な
も
を
も
の
は
館
山
小
学
校
防
音
改
築
悶
係
の
補
助
令
百
七
十
七
万
二
千
円
、
哨
防
関
係
の
施
設
の
補

助
金
の
矯
額
九
十
三
万
が
な
も
念
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
む

閣
不
支
出
金
陀
か
‘
芦
田
脅
し
て
は
、

大
き
な
も
の
は
農
林
水
運
一
業
安
負
担
金
に
か
き
寺
山
す
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
対
策
事
業
補
助
金
の
二
百
二
十

万
五
千
円
、
自
然
休
養
村
の
務
備
計
必
関
係
の
補
助
金
六
寸
二
万
八
千
円
、
そ
れ
か
ら
県
の
委
託
金
に
な
き
交
す
南
一
民
地
成
花
舟
橋
栽
羽
係

の
三
百
六
十
万
等
が
な
も
授
も
の
で
ど
ざ
い
売
す
o

寄
付
金
に
hv
き
、
?
し
て
、
良
林
水
産
業
費
の
寄
付
金
が
二
十
万
六
千
円
減
筏
さ
れ
て
か

h
J
予
す
が
、
と
れ
は
歳
出
の
と
と
ろ
に
御
説
明
申

し
上
げ
ま
し
た
漁
港
関
係
の
改
築
に
伴
い
空
す
寄
付
金
が
減
績
陀
だ
ろ
予
定
で
ど
ざ
い
ヂ
す
o
孜
育
資
寄
付
金
の
十
万
円
は
、
水
道
工
事
の

負
担

K
対
す
る
指
定
寄
付

の
よ
丹
念
か
っ

ζ

内
の
寄
付
金
で
ど
ざ
い
主
寸
臼

諸
収
入
に
つ
き
・
ま
し
て
は
、
雑
入
と
し
て
五
万
、
汚
火
管
司
君
の
詰
守
合
の
突
出
μ
徴
収
の
も
の
で
ど
ざ
い
?
す
u

十
七
款
の
地
方
議
与
税
を
款
を
新
た

κ増
設
い
た
し
下
し
た
が
、
こ
れ
は
御
承
知

ρ
と
か
り
切
十
六
年
度
ー
か
ら
国
の
予
算
、
法
律
等
が
き

ま
り
ま
し
て
、
市
町
村

K
対
し
て
交
付
を
さ
れ
る
と
い
今
予
定
わ
も
の
で
ど
ざ
い
設
す
G

目
と
い
え
し
-T
し
て
去
、
自
効
率
震
註
譲
与
税
と

い
う
名
前
で
ど
ざ
い
ま
す
o
と
れ
ば
自
動
車
の
彰
式
に
心
じ
守
し
て
で
れ
ぞ
れ
所
有
者
か
ら
税
金
を
令
ぷ
す
る
と
い
A

っ
と
と
に
な
っ
た
わ
け

• 
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。
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
市
道
の
面
積
、
長
さ
等

κ案
分
を
い
た
し
守
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村

κ交
付
を
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
ど
ざ

い
苦
す
o
大
体
本
年
度
約
五
百
万
程
度
の
も
の
が
収
入
が
確
保
さ
れ
る
の
で
土
な
い
か
と
h

内
予
想
で
ど
ざ
い
交
す
が
、
今
回
財
源
関
係
の

不
足
額
と
し
て
の
も
の
で
四
百
四
十
四
万
二
千
円
だ
け
を
計
上
い
た
し
て
ど
ざ
い
?
す
o
し
た
が
っ
て
あ
・と
六
十
万
ぐ
ら
い
は
財
源
と
し
て

保
留
が
で
き
ろ
と
い
句
予
定
を
い
た
し
て
な

b
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
ど
ざ
い
ま
す
が
歳
入
の
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
o
歳
入
も
安
出
と
同
じ
〈
千
四
百
七
十
五
万
五
千

円
で
ど
ざ
い
ま
す
o
以
上
で
一
般
会
計
の
予
算
説
明
を
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
を
す
。

議
案
第
七
十
一
日
方
昭
和
四
十
六
年
度
館
山
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
へ
第
二
号
)

保
健
課
長
へ
網
島
憲
治
君
)
議
案
第
七
十
一
号
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
を
す
。

今
回
、
補
正
今
い
た
会
'う
と
す
る
も
の
は
、
議
入
歳
出
に
か
き
脅
し
て
そ
れ
ぞ
れ
六
百
十
二
万
一
千
円
を
な
頗
い
し
ょ
弓
と
す
る
も
の
で

ど
ざ
い
ま
す
o
二

0
ペ
ー
ジ
安
ず
歳
出
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
送
付
金
と
い
た
し
?
し
て
今
回
六
百
十
二
万
一
手
円
合
会
頗
い
す
る
わ
け
で
ど

ざ
い
費
す
り

ζ

れ
は
昭
和
四
十
五
年
度
に
な
き
玄
し
て
図
版
補
助
金
、
事
務
費
益
び
に
療
養
給
付
費
の
補
助
金
で
ど
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

御
案
内
の
よ
う
に
と
の
補
助
金
は
二
月
笑
績
を
も
と
に
い
た
し
喧
し
て
一
、
二
、
三
合
算
定
い
え
し
チ
し
て
年
度
向
の
補
助
金
を
申
請
す
る

も
の
で
ど
ざ
い
手
す
o
そ
の
結
果
、
申
請
い
た
し
ま
し
た
時
点
と
精
算
を
す
る
時
点
で
は
若
干
の
数
字
の
ず
れ
が
ど
ざ
い
ま
す
o
端
的
に
申

し
上
げ
ま
す
と
、
事
務
費
に
か
き
ま
し
て
四
十
五
年
度
内
K
歳
入
さ
れ
た
も
の
は
一
千
百
五
十
一
万
三
千
円
で
ど
ざ
い
交
す
o
ぞ
れ
が
精
算

を
い
た
し
ま
し
た
結
栄
千
百
四
十
二
万
九
千
百
四
十
八
円
と
う
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
差
し
引
き
八
万
三
千
八
百
五
十
二
円

療
義
給
付
貨
に
な
き
ま
し
て
一
億
七
千
九
百
二
万
、
精
算
げ
凡
な
き
安
し
て
は

一
億
七
千
二
百
九
十
八
万
三
千
二
百
六
十
二
円
と
い
弓

数
字
で

ど
ざ
い
ま
す
臼
乙
の
差
額
六
百
三
万
六
千
七
百
三
十
八
円
、
両
者
会
わ
せ
ま
し
て
六
百
十
二
万
一
千
円
を
ζ

の
た
び
予
算
化
し
、
返
納
を
す

る
と
い
う
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
o

そ
の
財
保
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
前
年
度
の
繰
り
必
し
金
六
百
十
二
万
一
千
円
を
充
て
た
い
と
存
じ
ま
す
o
以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
。

議
案
第
七
十
二
号
昭
和
四
十
六
年
度
総
出
市
休
養
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
へ
第
一
号
)

〔
二
五
)



(
一
一
六
〉

議
案
第
七
十
二
号
休
養
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
き
脅
し
て
細
説
明
申
し
上
げ
さ
す
o

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
殺
人
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百
四
十
四
万
七
千
円
な
追
加
い
た
し
、
守
し
て
、
歳
入
歳
出
と
も
そ

m
ぞ
れ
三
千
八
百
九

十
七
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
ど
ざ
い
ま
寸
o
そ
の
内
容
に
つ
き
で
交
し
て
二
四
ペ
ー
ジ
を
好
調
き
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ず
歳
出
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
経
営
費
に
か
き
合
し
て
修
繕
料
百
十
万
六
千
円
の
う
ち
建
物
等
修
繕
料
百
五
万
六
千
円
で
ど
ざ
い
交
す
が

鳩
山
荘
の
新
館
、
旧
館
と
も
現
在
浄
化
槽
の
排
水
管
の
補
修
が
必
要
で
あ
る
と
い
号
と
と
で
今
回
そ
の
補
修
を
い
た
し
吏
す
た
め
の
経
営
で

ど
ざ
い
ま
す
。
そ
の
他
ふ
ろ
場
の
窓
わ
く
の
改
修
、
ぞ
れ
か
ら
全
館
の
滋
子
あ
ろ
い
は
一
ふ
寸
キ
の
張
り
か
え
等
の
必
要
が
ど
ざ
い
委
し
て
、

そ
の
た
め
の
修
繕
料
の
経
費
で
ど
ざ
い
空
す
o
ぞ
れ
か
ら
備
品
等
修
繕
料
五
万
円
に
つ
き
き
し
て
は
、
厨
房
用
の
備
品
の
修
繕
料
で
ど
ざ
い

き
す
。
な
な
、

。
商
工
観
光
謀
長

へ
鈴
木

力
君
)

ま
か
左
い
材
料
品
質
の
業
務
局
食
事
材
料
費
で
ど
ざ
い
を
す
が
、
九
十
二
万
四
千
円
を
今
固
な
頗
い
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、

去
る
五
月
二
十
日

K
国
民
宿
舎
の
利
用
料
の
料
金
改
定
が
ど
ざ
い
空
し
た
c
ぞ
れ

K
伴
い
き
し
て
食
弔
収
入
の
局
加
分

κ見
合
い
ま
す
約
五

五
労
相
当
額
を
今
回
食
事
代
材
料
費
と
し
て
追
加
計
上
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
ぞ
の
他
広
年
度
r
h

入
り
さ
し
て
者
干
の
利
用
率
の
伸

び
も
ど
ざ
い
き
す
州
関
係
上
、
一
応
九
十
二
万
四
千
円
程
度
の
不
足
を
き
た
す
と
い
内
見
込
み
で
ど
ぎ
一
い
ま
す
の
で
追
加
を
計
上
し
た
わ
け
で

ど
ざ
い
ま
す
d

次
に
、
十
五
節
。
工
事
請
負
鐙
十
万
円
に
つ
き
合
し
て
は
、
鳩
山
在
の
下
の
海
岸
に
下
り
苛
す
下
水
'
督
。
取
り
付
け
工
事
で
ご
ざ
い
を
す
c

十
八
節
の
備
品
購
入
費
の
十
九
万
三
千
円
に
つ
き
ヲ
し
て
は
、
業
務
用
器
具
噂
入
授
で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
厨
一
房
用
の
食
事
器
具
購
入
費
で

ど
ざ
い
ま
す
む
ぞ
れ
か
ら
念
な
彼
服
購
入
授
に
つ
き
空
し
て
は
、
当
初
予
立
で
従
業
員
の
作
業
衣
議
入
費
と
し
て
十
一
節
の
苦
情
安
陀
計
上

い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
主
す
が
、
予
算
科
目
の
適
正
と
い
う
よ
う
設
と
と
で
今
回
術
品
購
入
交
‘
と
し
て
あ
ら
た
め
て
計
上
町
内
た
し
た
わ
け

で
ど
ざ
い
ま
す
o
し
た
が
い
ま
し
て
、
十
一
節
の
消
耗
品
質
十
五
万
二
千
百
円

κ
つ
い
て
は
克
正
域
指
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ぞ
れ
か
ら
、
一
二
款
の
予
備
費
に
つ
き
吉
し
て
は
、
川
卒
業
収
入
の
増
加
見
込
み

κ
よ
り
ま
し
て
今
後
人
件
官
等
の
掛
川
加
も
見
込
を
れ
ま
す
予

定
で

一
応
予
備
費

κ追
加
補
正
を
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
合
す
心

a・

司量

質
問
一
号



噌
時
l
一
-
苦
.

抽
出
七
杯
一

次
伊
札
、
殺
人
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
収
入

κ
っ
き
守
し
て
は
利
用
料
の
条
例
改
正
も
ど
ざ
い
ま
し
て
五
月
二
十
日
か
ら
改
定
い
え
し

ま
し
た
関
係
上
、
収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
鳴
係
上
、
一
応
宿
泊
収
入
伊
凡
な
き
・
空
し
て
は
二
百
七
十
六
万
七
千
円
、
食
事
収
入

κ
な
き

ま
し
て
は
百
六
十
八
万
円
の
矯
額
を
見
込
み
ま
し
て
、
と
と

κ合
計
四
百
四
十
四
万
七
平
円
を
今
回
追
加
い
た
し
た
わ
け
で
ど
ざ
い
交
す
o

以
上
で
ど
ざ
い
ま
す
o

延

点、
ZヨZ

午
前
十
一
時
五
十
分

延

会

O

議
長
へ
吉
田
勇
治
郎
骨
粗
)
以
上
で
各
案
件
の
説
明
は
終
り
空
し
た
o
本
日
の
会
談
は
と
れ

K
て
延
会
と
い
だ
し
を
す
ο
次
会
は
十
八

十
九
の
両
日
を
議
案
審
査
の
た
め
休
会
と
し
、
九
月
二
十
日
午
前
十
時
吋
閉
会
と
い
た
し
を
す
o
そ
の
議
事
は
通
告

κ
よ
る

一
般
質
問
を
行
な

い
ま
す
。

O

本
日
の
会
議
に
付

し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

て

会

副

の

決

定

一
、
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号
、

報
告
第
四
号
、

減
案
お
六
十
八
一
号
乃
五
議
案
第
七
十
二
号

「
二
七
)
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